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Con t e n t s

02　令和８年度町長施政方針演述

10　「町生活応援商品券」を配布しています

14　【写真特集】卒業・卒園おめでとう！

16　町地域おこし協力隊（１期隊員）が任期を満了

令和８年度 「世界遺産登録1 5周年」

９００年の節目を迎え、新たに歩みだす９００年の節目を迎え、新たに歩みだす

　中尊寺は３月24日、　中尊寺は３月24日、伽伽
がが

藍藍
らんらん

落慶900年を記念し、奥山元落慶900年を記念し、奥山元

照貫首が中尊寺建立供養願文の一節「照貫首が中尊寺建立供養願文の一節「諸諸
しょしょ

佛佛
ぶつぶつ

摩摩
まま

頂頂
ちょうちょう

之之
のの

場場
にわにわ

」」

をを揮揮
きき

毫毫
ごうごう

した、本堂の新たなした、本堂の新たな扁扁
へんへん

額額
がくがく

をお披露目しました。をお披露目しました。

　除幕式・法要には約100人が参列し、抜粋した供養願　除幕式・法要には約100人が参列し、抜粋した供養願

文の一節を声をそろえて読み上げました。文の一節を声をそろえて読み上げました。
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交
流
の
場
、
健
康
増
進
の
場
と
し
て
の

さ
ら
な
る
利
活
用
に
向
け
て
情
報
発
信

を
強
化
す
る
な
ど
、
誘
客
促
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
り
、

今
後
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
平
泉
い
き
い
き
百
歳
体
操
を
中
心

と
す
る
住
民
主
体
の
通
い
の
場
の
支
援

や
各
種
介
護
予
防
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
え

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

障
が
い
の
特
性
を
踏
ま
え
た
き
め
細

や
か
な
相
談
支
援
や
保
健
・
医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
親
亡
き
後
を
見
据

令和８年度町長施政方針演述

医
療
費
の
無
料
化
と
出
産
祝
金
制
度
を

継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
全
て

の
妊
産
婦
・
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て

出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、「
妊
婦

の
た
め
の
支
援
給
付
金
」
に
よ
る
経
済

的
支
援
と
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た

相
談
や
情
報
提
供
、
産
後
ケ
ア
や
育
児

教
室
な
ど
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
は
じ
め
関

係
機
関
や
各
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
に
お
け
る
見
守
り
や
つ
な
が
り
に

向
け
た
支
援
を
推
進
し
、
国
の
総
合
経

済
対
策
を
踏
ま
え
て
低
所
得
者
へ
の
経

済
的
支
援
を
継
続
的
に
行
い
ま
す
。

　

健
康
福
祉
交
流
館
は
、
町
民
相
互
の

え
た
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
事
業
な

ど
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
発

達
や
障
が
い
に
関
す
る
相
談
、
療
育
体

制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
の
広
域
的
な
設
置
に
向
け

て
、関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

「
糖
尿
病
」「
栄
養
・
食
生
活
」「
た
ば
こ

と
健
康
」
を
重
点
分
野
と
定
め
、
が
ん
検

診
や
特
定
健
康
診
査
、「
町
民
健
幸
講

座
」
な
ど
を
通
じ
て
健
康
寿
命
の
延
伸

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
感
染
症
の
発
生
動

向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
各
種
予
防

接
種
を
適
切
に
実
施
し
、
感
染
症
の
発

症
と
重
症
化
予
防
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
農
業
の
担
い
手
な
ど
へ
の
農
業

機
械
導
入
支
援
や
新
規
就
農
者
な
ど
の

育
成
・
確
保
に
向
け
た
支
援
事
業
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
米
価
の
安
定
が
図

ら
れ
る
よ
う
国
な
ど
に
求
め
ま
す
。
ま

た
、
ト
マ
ト
、
な
す
、
ピ
ー
マ
ン
と
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
野
菜
・
花
き
の
生

産
振
興
や
、
道
の
駅
平
泉
へ
の
出
荷
促

進
、
農
産
物
の
６
次
産
業
化
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

　

束
稲
山
麓
地
域
の
農
林
業
シ
ス
テ
ム

を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
農
業
や
観
光

な
ど
地
域
の
活
性
化
を
推
進
し
、
日
本

農
業
遺
産
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
者
や
関
係
機
関
と
話
し

合
い
を
継
続
し
、
地
域
計
画
・
目
標
地
図

の
精
度
を
高
め
、
地
域
農
業
の
持
続
的

な
発
展
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に

よ
る
捕
獲
や
、
電
気
柵
、
緩
衝
帯
の
設

置
、
放
任
果
樹
の
伐
採
な
ど
の
対
策
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
銃
猟
制
度

に
基
づ
き
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

【
４
㌻
に
続
く
】

農
業
の
振
興

地
域
福
祉
の
充
実

高
齢
者
福
祉
の
充
実

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

保
健
・
医
療
の
充
実

農
山
村
環
境
の
保
全

町敬老会に参加する満80歳以上の町民

　

世
界
遺
産
登
録
15
周
年
の
節
目
の
年

に
あ
た
り
、
平
泉
の
文
化
遺
産
の
価
値

や
重
要
性
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
理

解
と
関
心
を
さ
ら
に
深
め
る
機
会
と
す

る
と
と
も
に
、
多
く
の
方
々
に
平
泉
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
記
念
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
町

の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

　

結
婚
か
ら
出
産
、
子
育
て
期
を
迎
え

る
若
者
世
代
を
中
心
に
、
移
住
定
住
に

　

町
民
総
参
加
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
町
民
が
意

見
な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し
、
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
で
き
る
よ

う
、
中
学
生
も
含
め
た
若
者
と
の
懇
談

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
機
会

を
通
じ
て
意
見
聴
取
に
努
め
ま
す
。

　

町
立
の
教
育
・
保
育
施
設
を
４
月
に

保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
、

就
学
前
の
教
育
と
保
育
を
一
体
と
し
て

捉
え
な
が
ら
一
貫
し
た
子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
保
育
料
軽
減
や
第
２
子
以
降
の
保

育
料
無
償
化
、
在
宅
育
児
支
援
金
の
給

付
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
、
18
歳
ま
で
の

向
け
た
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

任
期
満
了
を
迎
え
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
の
組
織
化
を
図
り
、
町
の
課
題
解

決
や
定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
移
住
や
起
業
を
促
進
す
る
た

め
、「
ス
パ
ル
タ
キ
ャ
ン
プ
」
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
15
周
年
を

町
の
さ
ら
な
る
飛
躍
の
契
機
に

　

令
和
８
年
度
は
、
世
界
遺
産
登
録
15

周
年
と
中
尊
寺
落
慶
供
養
９
０
０
年
を

迎
え
る
記
念
の
年
で
あ
り
、
こ
の
機
会

を
当
町
の
さ
ら
な
る
飛
躍
の
契
機
と
捉

え
、
積
極
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

一
方
、
物
価
の
高
騰
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
全
て
の
町
民
に
「
平
泉
町
生

活
応
援
商
品
券
」
を
配
布
す
る
な
ど
、
独

自
の
支
援
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
は
議
会
と
共
に

両
輪
と
な
っ
て
、
町
民
の
い
の
ち
と
暮

ら
し
を
守
り
、
町
民
の
声
が
町
政
に
響

く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

は
じ
め
に
―

重
点
的
に
行
う
施
策

町
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

青
木
町
長
は
町
議
会
３
月
会
議
が
招
集
さ
れ
た
３
月
４
日
、
施
政
方
針
演

述
で
令
和
８
年
度
の
町
政
運
営
の
基
本
方
針
と
、
重
点
的
に
行
う
施
策
を
述

べ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
８
年
度 

町
長
施
政
方
針
演
述

保
育
・
子
育
て
支
援
の
充
実

　
演
述
の
全
文
は
こ
ち
ら
か
ら

世
界
遺
産
登
録
15
周
年
記
念
事
業

移
住
定
住
の
促
進

令和７年度のスパルタキャンプの様子

中学生と町長が懇談した「ひかり未来会議」

町内の史跡で散歩する園児たち

障がい福祉サービスと地域団体が一体となり、束稲山麓地域で農作業
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口
の
一
本
化
を
図
る
と
と
も
に
、
相
談

受
付
フ
ォ
ー
ム
の
活
用
や
空
き
家
・
空

き
地
バ
ン
ク
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運

用
、
空
き
家
相
談
会
な
ど
を
行
い
な
が

ら
、空
き
家
の
利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
と
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
促
進
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
行
政

手
続
き
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
共
同
利

用
の
促
進
も
進
め
、
電
子
申
請
項
目
の

拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

平
泉
の
文
化
遺
産
な
ど
の
歴
史
文
化

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
利
用
者
か

ら
の
意
見
や
要
望
の
聴
取
に
努
め
、
生

活
に
必
要
な
移
動
手
段
と
な
る
よ
う
引

き
続
き
運
行
し
ま
す
。

　

公
共
交
通
体
系
の
維
持
で
は
、
交
通

事
業
者
や
関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
て

公
共
交
通
の
利
用
促
進
や
効
率
的
な
運

行
に
努
め
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網

の
形
成
を
図
り
ま
す
。

　

電
気
料
金
や
燃
料
費
の
高
騰
を
踏
ま

え
、
住
宅
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
設

置
に
対
す
る
補
助
を
継
続
し
ま
す
。
ま

た
、
ご
み
の
分
別
収
集
の
徹
底
と
減
量

化
、
不
法
投
棄
の
監
視
強
化
な
ど
に
よ

る
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
型
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、
一

関
市
、
一
関
地
区
広
域
行
政
組
合
と
連

携
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

平
泉
町
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ

き
、
所
有
者
な
ど
に
適
正
管
理
や
利
活

用
の
働
き
か
け
を
行
い
、
空
き
家
な
ど

に
関
す
る
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
引
き
続
き
配
置
し
て
相
談
窓

令和８年度町長施政方針演述

　

世
界
遺
産
登
録
15
周
年
と
中
尊
寺
落

慶
供
養
９
０
０
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、「
世
界
遺
産
祭
in
平
泉
」
を
開
催
す

る
こ
と
で
、
世
界
遺
産
の
価
値
や
理
念

を
広
く
普
及
啓
発
し
な
が
ら
地
域
の
活

性
化
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
よ
る
誘
客

促
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
、

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
、
日
本
遺
産
、

日
本
農
業
遺
産
の
４
つ
の
遺
産
を
有
す

る
強
み
を
最
大
限
に
生
か
し
、
観
光
資

源
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
の
高
騰
、

人
件
費
の
高
騰
な
ど
の
影
響
を
受
け
て

い
る
事
業
者
の
状
況
を
注
視
し
、
平
泉

商
工
会
な
ど
と
支
援
体
制
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
策
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
店
舗
の
改
修
工
事
や
設
備

更
新
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
支
援
す

る
た
め
の
補
助
金
制
度
を
拡
充
し
、
空

き
店
舗
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
町
内
で
の
起
業

者
や
事
業
承
継
者
に
対
す
る
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　

新
た
な
工
業
団
地
造
成
を
検
討
し
、

若
者
の
雇
用
の
創
出
に
向
け
た
環
境

の
整
備
を
目
指
す
と
と
も
に
、
誘
致
企

業
が
安
定
し
た
生
産
活
動
を
行
え
る
よ

う
、
増
設
な
ど
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
す
る
な
ど
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
企
業
訪
問
や
企
業
懇
談
会

な
ど
を
通
じ
て
企
業
の
動
向
や
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
広
報

で
の
町
内
事
業
所
の
紹
介
に
よ
り
地
域

雇
用
と
地
元
就
労
者
を
支
援
し
ま
す
。

　

大
型
地
震
や
自
然
災
害
に
備
え
た
防

災
・
減
災
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
る

た
め
、
防
災
マ
ッ
プ
の
活
用
促
進
、
避
難

所
運
営
訓
練
の
実
施
、
救
援
物
資
の
計

画
的
な
配
備
・
充
実
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
消
防
団
、
婦
人
消
防
協
力
隊
な
ど

の
消
防
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

火
災
予
防
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ
た

高
齢
者
に
対
す
る
公
共
交
通
の
利
用
を

支
援
す
る
助
成
金
事
業
を
継
続
す
る
ほ

か
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
る
自
転

車
運
転
時
の
ル
ー
ル
の
周
知
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

町
道
大
佐
３
号
線
を
含
む
町
道
樋
の

沢
大
佐
線
と
町
道
衣
関
線
の
継
続
、
ま

た
、
新
た
に
町
道
滝
の
沢
林
線
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
道
路
舗
装
と
橋
梁
修

繕
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
主
要

地
方
道
一
関
北
上
線
の
早
期
改
良
整
備

を
図
る
た
め
、県
に
協
力
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
で
は
、
有
収
率
の
向
上
、
事

務
経
費
と
維
持
管
理
費
の
縮
減
な
ど
に

取
り
組
み
、
安
全
・
安
心
な
水
の
安
定
供

給
に
努
め
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
で
は
、
新
た
な
使
用
料

体
系
に
よ
る
収
益
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
と
経

費
の
縮
減
に
努
め
ま
す
。

　

木
造
住
宅
耐
震
支
援
事
業
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
住
宅
改
修
事
業
、
住
宅
・
建
築
物

省
エ
ネ
改
修
推
進
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
高
田
前
団
地
の
水
洗
化
工
事

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
移
住
の
促
進

や
町
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
を

図
る
た
め
、
平
泉
お
試
し
居
住
体
験
事

業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

の
土
地
利
用
は
、
開
発
の
主
体
と
な
る

民
間
事
業
者
と
引
き
続
き
連
携
を
密
に

し
、
昨
今
の
建
築
費
高
騰
に
よ
る
影
響

な
ど
も
含
め
て
情
報
交
換
や
協
議
を
行

い
ま
す
。

働
く
場
の
充
実

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

道
路
の
整
備

上
下
水
道
の
整
備

商
工
業
の
振
興

約5,000人が来場した昨年の「世界遺産祭in平泉」

住
宅
・
市
街
地
・
公
園
の
整
備

観
光
の
振
興

地
域
公
共
交
通
の
充
実

　

世
界
遺
産
登
録
15
周
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
平
泉
の
理
念
と
そ
の
価
値
や

魅
力
を
国
内
外
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
す
る

と
と
も
に
、
展
示
施
設
の
多
言
語
化
や

映
像
更
新
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

世
界
遺
産
の
拡
張
登
録
に
つ
い
て

は
、
県
と
共
に
、
柳
之
御
所
遺
跡
の
推
薦

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

当
町
は
昨
年
、
町
村
合
併
70
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
節
目
に
際
し
、
若
者

の
「
未
来
づ
く
り
会
議
」
や
中
学
生
の

「
ひ
か
り
未
来
会
議
」
を
初
め
て
開
催

し
、
若
者
の
発
想
や
行
動
が
大
き
な
原

動
力
に
な
る
と
確
信
し
ま
し
た
。
若
者

が
自
ら
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
れ
る
仕
組

み
を
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
住
み
続
け

た
い
、
戻
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
、「
持
続
可

能
な
ま
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

　

町
民
総
参
加
の
「
チ
ー
ム
平
泉
」
の
力

を
さ
ら
に
高
め
、
政
策
の
実
現
に
向
け

て
ま
い
進
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
お

力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
も
忌
憚
な
く
、
た
く
さ
ん
の
ご

意
見
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

的
景
観
や
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
景
観

を
守
り
、
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
、
平

泉
の
自
然
と
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
景
観
条
例
と
平
泉
町
屋
外
広
告
物

条
例
の
周
知
を
図
り
、
町
民
、
地
域
、
企

業
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
世
界
遺
産
の

町
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
の
保
持
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
景
観
計
画
の
改
訂
案
の
作

成
を
進
め
ま
す
。

　

変
化
の
激
し
い
時
代
を
生
き
る
子
ど

も
た
ち
に
必
要
な
「
生
き
る
力
」
を
育

む
た
め
、「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」

「
健
や
か
な
体
」
の
調
和
の
と
れ
た
教
育

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の

学
び
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
発
達

段
階
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
き
め
細

や
か
な
指
導
を
進
め
、
誰
一
人
取
り
残

す
こ
と
の
な
い
教
育
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
学
習
交
流
施
設
を
拠
点
と

し
て
、
幅
広
い
世
代
が
集
い
、
多
様
な
学

習
・
文
化
活
動
を
通
じ
て
、
学
び
の
成
果

が
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
環
境
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一

体
的
な
推
進
に
よ
っ
て
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
が
相
互
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
地

域
ぐ
る
み
で
人
を
育
て
る
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

環
境
保
全
の
推
進

空
き
家
対
策
の
推
進

情
報
環
境
の
充
実

景
観
の
保
全
・
整
備

教
育
の
振
興

文
化
遺
産
の
保
存
と
活
用

終
わ
り
に
―

水洗化工事が進む高田前団地

町消防出初式に参加する消防団、婦人消防協力隊

空き家・空地バンクポータルサイト

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
→
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■
子
育
て
の
た
め
の
学
び
合
い
と
仲
間

づ
く
り

　

保
護
者
同
士
が
子
育
て
の
経
験
や
知

識
を
共
有
し
、
互
い
に
支
え
合
う
学
び

の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
、
情
報
発
信
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

■
情
報
化
社
会
に
お
け
る
生
活
習
慣
づ

く
り

　

情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
、子
ど
も
と
保

護
者
が
共
に
学
ぶ
機
会
を
充
実
さ
せ
ま

す
。ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

通
じ
て
地
域
全
体
で
ル
ー
ル
を
共
有
し
、

家
庭
に
お
け
る
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の

形
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
家
庭
と
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域

学
校
協
働
活
動
を
一
体
的
に
進
め
、
保

護
者
・
地
域
・
学
校
が
連
携
し
な
が
ら
地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■
町
学
習
交
流
施
設「
エ
ピ
カ
」を
活
用

し
た
学
び
と
交
流
の
促
進

　

町
学
習
交
流
施
設
「
エ
ピ
カ
」
を
活
用

じ
て
食
や
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
地
場
産
品
を
取
り
入
れ
た
学

校
給
食
を
通
じ
て
食
の
大
切
さ
を
学
ぶ

機
会
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

■
個
に
応
じ
た
教
育
の
推
進

　

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
特
性
や
興
味

に
応
じ
た
指
導
を
行
い
、
特
別
な
支
援

が
必
要
な
子
ど
も
に
は
個
別
の
学
習
支

援
を
強
化
し
、
不
登
校
の
子
ど
も
に
は

適
応
支
援
教
室
な
ど
を
通
じ
て
支
援
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
多
様
性

を
認
め
、
価
値
を
尊
重
し
合
う
教
育
に

努
め
ま
す
。

令和８年度教育行政方針演述

し
、
幅
広
い
世
代
が
学
習
・
文
化
活
動
を

通
じ
、
人
と
人
、
人
と
地
域
が
つ
な
が
る

交
流
拠
点
と
し
て
の
機
能
充
実
を
図
り

ま
す
。

■
地
域
課
題
を
考
え
合
う
学
び
の
場
づ

く
り

　

平
泉
学
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
通
じ
て
、
地
域
を
知
り
、
理
解
す
る

た
め
の
機
会
を
提
供
し
、
郷
土
へ
の
愛

着
と
誇
り
を
育
む
と
と
も
に
、
地
域
と

と
も
に
行
動
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

■
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興

　

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
と
連
携
し
、
町
民
が
日
常
的
に
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会

を
充
実
さ
せ
、
年
齢
や
性
別
、
障
が
い
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

■
幼
保
小
中
で
取
り
組
む
系
統
的
な
平

泉
学

　

子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ
た

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
、
地
域
と

の
関
わ
り
を
通
じ
た
主
体
的
な
学
び
を

促
進
し
ま
す
。
郷
土
に
愛
着
と
誇
り
を

持
ち
、
将
来
の
地
域
を
支
え
る
人
材
の

育
成
を
進
め
ま
す
。

■
世
代
を
超
え
、地
域
で
学
ぶ
平
泉
学

　

子
ど
も
と
大
人
が
と
も
に
地
域
を
学

ぶ
「
全
世
代
型
平
泉
学
」
を
推
進
し
、
世

代
を
超
え
た
交
流
と
つ
な
が
り
を
生

み
出
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

■
文
化
遺
産
の
価
値
を
学
び
、
守
る
人

材
の
育
成

　

文
化
財
や
歴
史
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ

機
会
を
提
供
し
、
郷
土
へ
の
愛
着
と
誇

り
を
育
み
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
登
録

15
周
年
と
中
尊
寺
落
慶
供
養
９
０
０

年
の
節
目
を
契
機
に
関
連
事
業
を
実
施

し
、
世
界
遺
産
の
価
値
の
普
及
を
推
進

し
ま
す
。
柳
之
御
所
遺
跡
の
世
界
遺
産

拡
張
登
録
に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携
し

な
が
ら
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

■
多
様
な
文
化
活
動
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り

　

芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
す

る
と
と
も
に
、
民
俗
芸
能
の
継
承
に
向

け
て
、
後
継
者
育
成
や
団
体
活
動
へ
の

支
援
に
努
め
ま
す
。

■
文
化
財
調
査
・
研
究
の
推
進

　

発
掘
調
査
の
成
果
を
現
地
説
明
会
や

広
報
な
ど
で
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る

と
と
も
に
、
開
発
行
為
は
事
業
者
と
の

調
整
を
図
り
な
が
ら
文
化
財
の
適
切
な

保
存
に
取
り
組
み
ま
す
。
無
量
光
院
跡

に
つ
い
て
は
、
復
元
整
備
と
周
辺
環
境

の
保
存
修
理
を
推
進
し
ま
す
。

■
文
化
遺
産
を
生
か
し
た
地
域
振
興

　

ひ
ら
い
ず
み
遺
産
を
生
か
し
た
文
化

観
光
の
推
進
や
、
山
形
県
酒
田
市
・
紫
波

町
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
活

性
化
を
一
体
的
に
進
め
ま
す
。

つ
ど
い
・
学
び
・
つ
な
が
る
社
会
教
育

の
充
実

　
教
育
行
政
方
針
演
述

の
全
文
は
、こ
ち
ら
か
ら

過
去
に
学
び
、
今
を
見
つ
め
、
未
来
を

考
え
る「
全
世
代
型
平
泉
学
」

 

文
化
遺
産
の
継
承
と
芸
術
文
化
の
振
興

　

世
界
で
は
今
、
緊
張
化
す
る
国
際
情

勢
や
環
境
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
生
じ
て
お
り
、
日
本
国
内
に
お
い

て
も
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
や

経
済
情
勢
の
悪
化
、
能
登
半
島
地
震
や

大
船
渡
市
林
野
火
災
の
よ
う
な
大
規
模

災
害
な
ど
、
先
行
き
の
不
透
明
な
諸
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
は
、「
過
去
に
学
び
、
今
を
見

つ
め
、
未
来
を
考
え
る
」
平
泉
学
を
中

心
に
据
え
、
先
人
が
築
い
て
き
た
歴
史

や
想
い
を
踏
ま
え
つ
つ
、
平
和
で
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
教
育

活
動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
中
心
と
し
た
、
地

域
・
保
護
者
・
学
校
の
協
働
に
よ
る
学
校

づ
く
り
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の

活
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
適
応
支
援

教
室
「
カ
ラ
フ
ル
」
を
活
用
し
た
不
登
校

支
援
な
ど
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

■
確
か
な
学
力
の
育
成

　

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
の

定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
、
学
び
に
向
か
う
力
や
人
間

性
な
ど
を
総
合
的
に
育
成
し
ま
す
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
な
が
ら
、
一
人
ひ

と
り
の
学
習
状
況
に
応
じ
た
個
別
最
適

な
学
び
や
協
働
的
な
学
び
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
幼
児
教
育
と
学
校
教
育
の
連

携
を
強
化
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
指
導
を
行
い
ま
す
。
英
語
教

育
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
へ
の
英
語
検

定
受
験
料
の
全
額
補
助
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配

置
な
ど
に
よ
り
、
国
際
社
会
で
必
要
と

さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
を
図
り
ま
す
。

■
豊
か
な
心
の
育
成

　

平
泉
学
を
軸
と
し
た
地
域
の
特
色
あ

る
学
び
を
通
し
て
、
郷
土
へ
の
理
解
と
愛

着
を
深
め
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
人
間
性

や
社
会
性
を
育
む
教
育
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
道
徳
教
育
の
充
実
に
よ
り
自
己
肯
定

感
を
高
め
、
多
様
な
価
値
観
を
尊
重
す
る

心
を
育
成
し
ま
す
。
い
じ
め
に
つ
い
て
は

「
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う
認
識
の

も
と
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
、
適
切
な

対
応
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
健
や
か
な
体
の
育
成

　

体
育
活
動
や
部
活
動
な
ど
を
通
じ
て

体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
伝
え
、
運
動
習

慣
の
定
着
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ

ル
機
器
の
使
用
時
間
や
生
活
習
慣
に
も

配
慮
し
た
指
導
を
行
い
、
健
康
的
な
生

活
習
慣
の
形
成
を
促
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

食
育
の
推
進
と
し
て
、
地
域
特
産
の
メ

ロ
ン
や
リ
ン
ゴ
の
栽
培
学
習
な
ど
を
通

地
域
な
ど
が
協
働
し
、誰
一
人
取
り

残
さ
れ
る
こ
の
な
い
教
育
活
動
を

は
じ
め
に
―

重
点
施
策

 

生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
推
進

　

野
新
平
教
育
長
は
町
議
会
３
月
会
議
が
招
集
さ
れ
た
３
月
４
日
、
教
育

行
政
方
針
演
述
で
令
和
８
年
度
の
教
育
行
政
施
策
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
主

な
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
８
年
度

教
育
行
政
方
針
演
述

子
ど
も
の
暮
ら
し
と
学
び
を
育
て
る
家

庭
教
育
の
向
上

メロンの収穫体験（平泉小）リンゴの収穫体験（長島小）

親子スポーツ大会の様子

伝統芸能体験講座受講生による神楽披露
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　町の令和８年度当初予算は、３月４～13日の

会期で開かれた議会定例会３月会議で議決され

ました。一般会計と特別会計、企業会計の総予算

額は76億3080万円です。

　一般会計は54億4400万円で、前年度（令和７年

度）と比較して２億2700万円（4.4％）の増額とな

りました。

■問い合わせ先…総務課　察46-5540

町
の
令
和
８
年
度
予
算

ま
ち
の

ま
ち
の

整
備
と
発
展
へ

整
備
と
発
展
へ

7676
億
円
億
円

歳　出
　目的別では、民生費が13億418万６千円と最

も大きな割合を占めており、総務費10億4201

万２千円、教育費７億5650万１千円、衛生費

６億7574万円、公債費４億6584万９千円、土木

費４億1500万６千円、農林水産業費３億2185

万８千円、以下消防費、商工費と続きます。

　性質別に見ると、投資的経費は、道路改良事

業などの普通建設事業が３億183万６千円、災

害復旧事業が370万円と、前年度当初比１億

8178万７千円の減額となりました。

　義務的経費は、人件費が2623万１千円の

減、扶助費は社会福祉費の増などにより1963

万２千円の増、公債費が４億6582万９千円と前

年度当初比2094万８千円の増となり、全体で22

億6346万３千円と、前年度当初比で1434万９千

円の増額となりました。

歳　入
　自主財源は町税、寄付金、繰入金などの増額に

より、全体で16億8053万５千円と、前年度当初比

１億8057万４千円の増額となりました。

　依存財源は地方交付税、町債などの増額によ

り、全体で37億6346万５千円と、前年度当初比

4642万６千円の増額となりました。

歳入

15.3％15.3％町税町税
8億3401万5千円8億3401万5千円

その他15.7％

8億4652万円

地方交付税
41.5％

22億5665万円

国庫支出金
3億8799万5千円

7.1％

県支出金
5.7％

3億1206万5千円

町債
7.9％

4億3020万円

その他 6.8％

3億7655万5千円

自　主　財　源
（
31.0％

）

依
　
存
　
財
　

源
（69.

0％）

一 般 会 計 歳 入

一 般 会 計 歳 出

目的別
歳　出
目的別
歳　出

民生費

総務費

衛生費衛生費

議会費8200万7千円、
労働費121万2千円、
災害復旧費370万円、
諸支出金1千円、
予備費1000万円

13億418万6千円

24.0％

19.1％

10億4201万2千円

6億7574万円6億7574万円

12.4％12.4％

消防費消防費 3.8％3.8％

公債費
4億6584万9千円

8.6％

7億5650万1千円

農林水産業費
5.9％

3億2185万8千円

商工費 2.9％

1億6062万8千円
その他 1.8％

9692万円

土木費 7.6％

4億1500万6千円

2億530万円

教育費
13.9％

性質別
歳　出
性質別
歳　出

義
務
的
経
費
（
41.6％

）

投資的経費
5.6％

3億553万6千円

人件費人件費
12億885万6千円12億885万6千円

12億3627万6千円12億3627万6千円

22.2％22.2％

補助費等補助費等

17.1％

4億6582万9千円

5億8877万8千円

その他
8.5％

4億6136万9千円

扶助費
10.8％

公債費
8.6％

9億3055万4千円

物件費

繰出金
4.5％

2億4680万2千円

22.7％22.7％

そ
の
他
の
経
費
（
52.8％）

    
     

  投資的経費（5.6％）

投 資 事 業
■史跡保存修理等事業（無量光院跡、名勝旧観自在王院庭園）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 …………… 6,000万円

■発掘調査事業（町内遺跡群、毛越寺） ………………… 4,577万円

■橋梁長寿命化事業 ……………………………………… 4,100万円

■町道整備事業（樋の沢大佐線、滝の沢林線） ………… 3,850万円

■高田前団地排水設備整備事業 ………………………… 2,678万円

■町道長寿命化事業 …………………………………… 2,250万円

■新小型動力ポンプ付積載車購入事業（第４分団） … 1,385万円

■浄化槽設置整備事業（補助金） ………………………… 1,144万円

■県営農業水利施設ストックマネジメント事業負担金 … 620万円

■新長島分館ＬＥＤ改修工事 …………………………… 209万円

主 要 事 業
■中山間地域等直接支払交付金事業 ………………… 6,297万円

■学習交流施設指定管理料 …………………………… 6,160万円

■庁舎内ＬＡＮシステム更新事業 …………………… 4,972万円

■地域おこし協力隊事業 ……………………………… 4,950万円

■多面的機能支払交付金事業 ………………………… 4,708万円

■新タブレット端末等更新事業（小学校、中学校） …… 3,785万円

■医療費助成（重度、こども医療、妊産婦、ひとり親、町単独） … 3,523万円

■予防接種事業 ………………………………………… 2,463万円

■放課後児童対策事業 ………………………………… 2,394万円

■地域企業経営継続支援事業（補助金） ……………… 2,000万円

■がん等の検診事業 …………………………………… 1,681万円

■文化遺産センター展示室充実事業 ………………… 1,450万円

■次世代技術者育成事業（プログラミング） ………… 1,040万円

■新世界遺産登録15周年記念事業（神楽鑑賞会、講演会、特別展）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 …………… 916万円

■自治体デジタル化推進事業 …………………………… 762万円

■まちの元気情報ラジオ配信事業 ……………………… 737万円

■景観計画改定業務 ……………………………………… 729万円

■束稲山桜情景復活事業 ………………………………… 720万円

■地球温暖化対策実行計画策定業務 …………………… 700万円

■校務用パソコン更新事業（小学校、中学校） …………… 533万円

■国際交流員活用事業 …………………………………… 510万円

■行政区地域課題対応事業 ……………………………… 500万円

■新集落支援事業 ………………………………………… 500万円

■新生活交通路線維持費補助金（一関平泉線） ………… 368万円

■新世界遺産登録15周年記念事業（ウォーク＆ラン、1000年体操）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 …………… 166万円

■新誘客貸出画像更新事業 ………………………………… 88万円

■新消防団員自動車運転免許取得事業（補助金） ………… 20万円

一部事務組合等負担金
■消防事務委託負担金 ……………………………… １億3,296万円

■一関地区広域行政組合負担金（介護保険部門）

　　　　　　　　　　　　　　　　 …………… １億5,319万円

■一関地区広域行政組合分担金・負担金（環境衛生部門）

　　　　　　　　　　　　　　　　 …………… ４億5,656万円

■給食事務委託負担金 …………………………………… 1,350万円

■市町村総合事務組合負担金 …………………………… 492万円

主 な 事 業 と 予 算 額（　は新規事業）新

　     各会計別総括表（単位：万円）

会　計　別 令和８年度 令和７年度 比　較

一 般 会 計 544,400 521,700 22,700

国民健康保険特別会計 75,000 76,920 △ 1,920

後期高齢者医療特別会計 13,150 10,870 2,280

健康福祉交流館特別会計 9,340 9,510 △ 170

町 営 駐 車 場 特 別 会 計 8,600 6,600 2,000

下水道事業

会 　 計

３ 条 予 算 28,128 27,914 215

４ 条 予 算 22,948 22,048 899

水 道 事 業

会 　 計

３ 条 予 算 29,038 29,540 △ 502

４ 条 予 算 32,476 44,776 △ 12,300

合　　　　　　　　　　計 763,080 749,877 13,202

※単位未満を四捨五入しているため、合計などが一致しない場

合があります。

　地方債現在高（見込み） （単位：万円）

会　計　別 令和８年度 令和７年度 比　較

一 般 会 計 467,138 470,585 △ 3,447

下 水 道 事 業 会 計 157,207 169,615 △ 12,408

水 道 事 業 会 計 223,272 222,135 1,137

合 　 　 　 　 　 計 847,617 862,335 △ 14,718

　町債は、社会基盤や公共施設の整備などの財源

として活用してきましたが、８年度末残高見込み

は全会計合わせて84億7617万円で、町民１人当た

り約130万円です。町債の活用に当たっては、将来

の住民に過大な負担を残さないよう、財政運営の

健全化に努めていきます。

町債残高見込みは、約85億円

一般会計の町民１人当たりの予算額は834,330円（780,054円）です。

民　生　費 総　務　費 教　育　費 衛　生　費 公　債　費

199,875円
（190,882円）

159,695円
（137,573円）

115,939円
（137,565円）

103,562円
（61,480円）

71,395円
（66,522円）

土　木　費 農林水産業費 消　防　費 商　工　費 そ　の　他

63,602円
（71,339円）

49,327円
（49,075円）

31,464円
（30,588円）

24,617円
（20,835円）

14,854円
（14,195円）

※令和８年３月１日現在の人口6,525人。かっこ内は前年度の数値、令和７年３月１日現在の人口6,688人でそれぞれ計算（外国人住民を含む）
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　国民健康保険税（国保税）は令和６年度から資産割による算定を廃止したことにより、急激な増
額とならないよう、激変緩和措置として令和９年度にかけて税率を下記の表の通り段階的に改正
しています。
　また、令和８年度から「子ども・子育て支援納付金」の負担が新たに加わります。この納付金は所
得割・均等割、18歳以上均等割・平等割により計算されます。
　加入者の税額は、７月中旬から町が世帯主へ発送する納税通知書で確認してください。

■問い合わせ先…▷町民福祉課（国保の加入、喪失に関すること）　察46-5562

　　　　　　　　▷税務課　　（国保税に関すること）　　　　　　察46-5563

区　分

７年度 ８年度
　 （参考）

うち、子ども・子育て支援納付金分

税額（率） 前年度比 税額（率） 前年度比 税額（率）

所得割 11.10％ ＋ 0.25 11.67％ ＋ 0.57 0.27％

均等割 40,000円 ± 0 41,100円 ＋ 1,100円 1,100円

18歳以上均等割 ― ― 100円 ＋ 100円 100円

平等割 35,000円 ＋ 1,000円 36,800円 ＋ 1,800円 800円

令和８年度の国保税の税率が変わります

「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」に注意してください

　「町生活応援商品券」を配布するにあたり、町からＡＴＭ（現金自動預払機）の操作をお願い

することや、支給のための手数料などの振り込みを求めることは絶対にありません。不審な

電話がかかってきた場合には、すぐにまちづくり推進課、または最寄りの警察署へ連絡して

ください。

　国の法改正により、令和８年度から新たに「子ども・子育て支援金制度」が始まります。この制度

は、子どもや子育て世帯を社会全体で応援する仕組みです。

子ども・子育て支援金制度が始まります

　詳しくは、子ども家庭庁のホームページを確

認してください。

■問い合わせ先…町民福祉課　☎46-5562

■制度の内容

　医療保険（国民保険、後期高齢者医療制度、健

康保険など）の保険料（税）とあわせて子ども・

子育て支援納付金を負担いただき、児童手当の

拡充をはじめとした子育て世帯に対する事業

に充てられます。

こども家庭庁のホーム
ページはこちらから→

転入・転出時などは国民健康保険の届け出を忘れずに！
　退職や就職、転入や転出をしたときは、国民健康保険（国保）の手続きが必要な場合があります。
　届け出を行わないと、国保と新たに加入した健康保険へ保険料を二重に納めてしまうだけでな
く、資格がない状態で国保の資格確認書を使用して医療機関などを受診した場合、町に医療費を
返納する手続きが発生する可能性がありますので、速やかに手続きをしてください。

　また、各種手続きの際は、本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許
証など）も忘れずに持参してください。
※マイナンバーカードと保険証を連携していても、国民健康保険（国保）

の加入と喪失の手続は自動で行われません

■問い合わせ先…町民福祉課　察46-5562

「町生活応援商品券」を

配布しています

　食料品などの物価高騰による経済的負担の軽減を図るため、町は、国の「物価高騰対応重点支援

地方創生臨時交付金」を活用し、町内で利用できる生活応援商品券を配布しています。

■問い合わせ先…▷平泉郵便局　☎46-2150　▷まちづくり推進課　☎46-5578

■対象者

　全町民（令和８年３月１日時点で町の住民基

本台帳に記録されている人）

■金額…１人5,000円（500円券×10枚）

■使用可能期間…４月１日（水）～９月30日（水）

■配布方法同一世帯人数分の商品券を世帯主

あてにまとめて送付します

■取扱事業者…商品券に同封されているチラ

シを確認してください

■配布期間と受取方法

配達・配布方法 「ゆうパック」での配達 まちづくり推進課窓口での配布

配布期間 ３月21日（土）～４月29日（水） ５月１日（金）～９月30日（水）

受取方法

①「ゆうパック」で平泉郵便局の配達

員が配達します

②対面での配達となるため、商品券と

引き換えにサインしてください

※宅配ボックスなどへの指定場所配

達は利用できません

○地域により配達日が異なる場合が

あります。

○不在の場合は「不在通知書」が投函

されます。４月29日（水）までは平泉

郵便局に保管されています。平泉郵

便局窓口で受け取り、または再配達

依頼をしてください。

※平泉郵便局窓口で受け取る場合は

「不在通知書」と身分証明書が必要

です

※「不在通知書」は４月６日（月）～17

日（金）に投函予定です

○４月29日（水）までに「ゆうパック」

の受け取りがなかった世帯の商品

券は、役場２階まちづくり推進課で

保管しています。

○受け取りの際は世帯員であること

を証明できる身分証明書が必要で

す。（代表１人が世帯員全員分を受

け取ることができます。）

○受取時間は平日午前９時から午後

５時までです。

　期間内に「ゆうパッ
ク」での配達で受け取れ
なかった場合は役場へ
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平
泉
で
見
つ
か
っ
た
12
世
紀
の
瓦
②

248

　

町
内
で
は
花
立
Ⅱ
遺
跡
13
次

調
査
（
広
報
ひ
ら
い
ず
み
３
月

号
に
掲
載
）の
ほ
か
、柳
之
御
所

遺
跡
や
中
尊
寺
か
ら
も
瓦
が
た

く
さ
ん
出
土
し
て
い
ま
す
（
写

真
１
）。

　

柳
之
御
所
遺
跡
と
中
尊
寺
の

軒
丸
・
軒
平
瓦
は
デ
ザ
イ
ン
や

作
り
方
が
似
通
っ
て
い
て
、
同

じ
瓦
窯
で
作
ら
れ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
軒
丸
瓦
で
は

三
巴
文（
図
１
）が
中
心
と
な
る

デ
ザ
イ
ン
が
多
い
こ
と
、
軒
平

瓦
で
は
剣
頭
文（
図
２
）が
中
心

と
な
る
デ
ザ
イ
ン
が
多
い
こ
と

が
特
徴
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
瓦
は
12
世
紀
後
半

（
秀
衡
の
時
代
）の
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
て
、
現
在
の
志
羅
山

地
区
に
あ
っ
た
瓦
窯
（
鈴
沢
瓦

窯
跡
）
で
作
ら
れ
た
も
の
と
み

ら
れ
ま
す
（
写
真
２
、３
）
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
デ
ザ
イ
ン
や
作

り
方
は
、
京
都
周
辺
の
工
人
に

よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

写真１　柳之御所遺跡出土の瓦
　柳之御所遺跡第13次調査の井戸跡から、

たくさんの瓦が出土しました。

写真２　鈴沢瓦窯跡
　昭和50年の区画整備に伴う発掘調査で

２基あることが確認されました。現在は保

存され、特別史跡中尊寺境内の飛地指定を

受けています。

写真３　鈴沢瓦窯跡出土の瓦
　中央は軒丸瓦、その両隣は丸瓦です。

図１　三巴文の軒丸瓦
　オタマジャクシのような文様が

渦巻き状に配置されています。

図２　剣頭文の軒平瓦
　剣の先端部のような文様が並ん

で配置されています。

©2013岩手県　ケロ平

designed by センウェンルー

　平泉の瓦は京都
のものに似ている
んだケロ

春
の
藤
原
ま
つ
り「
源
義
経
公
東
下
り
行
列
」

源
義
経
公
役
に 

髙
塚
大
夢 

さ
ん

　

平
泉
観
光
協
会
（
千
葉
力
男
会

長
）
は
３
月
５
日
、
春
の
藤
原
ま
つ

り
（
５
月
１
～
５
日
、
協
会
主
催
）
の

「
源
義
経
公
東
下
り
行
列
」（
３
日
）

の
源
義
経
公
役
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル

ボ
ー
イ
ズ
グ
ル
ー
プ
「
Ｉ
Ｎ
Ｉ
」
の

メ
ン
バ
ー
、
髙

た
か
つ
か塚

大ひ
ろ
む夢

さ
ん
（
26
）
＝

Ｌ
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ

ン
ト
所
属
＝
が
務
め
る
と
発
表
し

ま
し
た
。

　

東
京
都
出
身
の
髙
塚
さ
ん
。
グ

ル
ー
プ
で
は
メ
イ
ン
ボ
ー
カ
ル
を

務
め
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映

画
声
優
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
昨
年
は
同
グ
ル
ー
プ
の
尾

崎
匠
海
さ
ん
が
源
義
経
公
役
を
務

め
ま
し
た
。

　

義
経
公
の
妻
「
北
の
方
」
役
や
藤

原
秀
衡
公
役
な
ど
、
他
の
主
要
役
者

は
、
４
月
中
旬
ご
ろ
に
協
会
が
発
表

す
る
見
込
み
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

平
泉
観
光
協
会

察
46
―
２
１
１
０

＼メンバーカラーは 水色！／

　65歳以上（65歳から５歳刻み）の町民を対象に、帯状疱疹の予防接種に必要な費用の一部を助成

します。助成する金額などは次の通りです。対象となる人には個別に通知を送付します。詳しくは

通知の内容を確認してください。

■対象者…令和８年度に65、70、75、80、85、90、95、100歳になる人

※60～64歳以上の人で、ヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能

の障がい（手帳１級程度）を有する人は対象となります。接種

を希望する場合は障害者手帳を持参し、保健センターで予診

票兼接種券を受け取ってください

※過去に帯状疱疹ワクチン予防接種の助成を受けた人は対象外です

■助成期間…４月１日（水）～令和９年３月31日（水）

■助成対象、助成額

種類（メーカー） 接種方法 接種回数 助成回数 助成額 備考

生ワクチン
(阪大微研)

皮下注射 １回 １回 4,000円
　生活保護世帯の人
は無料組み換えワクチン

（ＧＳＫ社）
筋肉内注射

２回
（２カ月以上間隔をあける）

２回
10,000円

（１回あたり）

※実施医療機関および接種の詳細は送付される通知を確認してください。

■問い合わせ先…保健センター　察46-5571

高齢者帯状疱疹ワクチン予防接種、
費用の一部を助成します
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長小

　
吹
く
風
に
温
か
さ
を
感
じ
始
め
る

３
月
。町
内
の
小
・
中
学
校
で
卒
業
式

が
、ま
た
、４
月
１
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

「
二
葉
き
ら
り
園
」「
長
島
こ
ど
も
園
」

へ
移
管
す
る
町
立
幼
稚
園
と
平
泉
保

育
所
・
長
島
保
育
所
で
、
同
園
・
同
所

と
し
て
最
後
と
な
る
卒
園
式
・
修
了

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
校
舎
や

園
舎
に
別
れ
を
告
げ
、
希
望
を
胸
に

巣
立
っ
て
い
く
卒
業
生
・
卒
園
児
の

晴
れ
姿
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

町内の小・中学校、幼稚園、保育所で卒業・卒園式

【写真特集】卒業・卒園おめでとう！

長保

長保

長保

平幼保平幼保

平幼保

平泉小

平泉小

平泉小 平泉小平泉小 長島小

長島小

長島小

長島小

平泉中

平泉中

平泉中

平泉中

平泉中
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町の活性化に尽力した、“よそ者”から“町民”になった３人。

町地域おこし協力隊町地域おこし協力隊（１期隊員）が任期を満了

　令和５年度、町が地域おこし協力隊の制度の　令和５年度、町が地域おこし協力隊の制度の
活用を開始し、地域おこし協力隊として初めて活用を開始し、地域おこし協力隊として初めて
委嘱した３人の当時の様子（役場前の広場にて）委嘱した３人の当時の様子（役場前の広場にて）

　

少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
と
い
っ

た
課
題
を
抱
え
る
地
方
に
移
住
し
、

地
場
産
品
の
開
発
や
販
売
促
進
、
農

林
業
へ
の
従
事
、
住
民
支
援
な
ど
を

行
い
な
が
ら
地
域
へ
の
定
住
を
目

指
す「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」。

　

文
字
通
り
『
地
域
』
を
『
興お

こ

す
』
原

動
力
と
な
る
た
め
、
当
町
で
は
令
和

７
年
度
末
ま
で
に
、
第
１
期
か
ら
第

３
期
に
か
け
て
各
３
人
、
計
９
人
を

隊
員
と
し
て
委
嘱
し
、
隊
員
た
ち
は

町
の
活
性
化
に
向
け
て
日
夜
全
力

で
奔
走
し
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
町
が
設
置
し
た「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」。令

和
５
年
度
、平
泉
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
初
め
て
委
嘱
さ
れ
た
３

人（
１
期
隊
員
）は
、令
和
８
年
３
月
31
日
で
最
大
３
年（
１
年
更
新
）の
任

期
を
満
了
し
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
を
終
え
ま
す
。

　

当
町
で
は
令
和
５
年
４
月
、
東
京

都
出
身
の
山
内
彩
さ
ん
、
福
岡
県
出

身
の
河
野
綾
華
さ
ん
、
大
阪
府
出
身

の
新
井
泰
雄
さ
ん
の
３
人
を
隊
員

と
し
て
初
め
て
配
置
し
ま
し
た
。

　

山
内
さ
ん
は
「
ひ
と
に
や
さ
し
い

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
の

開
催
な
ど
、
河
野
さ
ん
は
「
ま
ち
に

賑
わ
い
を
呼
び
込
む
『
世
界
の
Ｈ
Ｉ

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
交
流
の
場
「
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ 

Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

＆
」の

開
設
な
ど
、
新
井
さ
ん
は
「
平
泉
と

言
っ
た
ら
こ
れ
！
バ
ズ
り
商
品
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
町
内
産

ヤ
ー
コ
ン
の
特
産
品
化
な
ど
に
全

力
で
取
り
組
み
、
最
大
３
年
の
任
期

を
満
了
し
ま
し
た
。

　

町
外
か
ら
訪
れ
、
着
任
当
初
は
、

い
わ
ゆ
る
「
よ
そ
者
」
だ
っ
た
３
人

の
隊
員
。
町
民
と
な
り
３
年
間
の
活

動
を
終
え
、
何
を
感
じ
た
の
か
。
次

ペ
ー
ジ
で
３
人
の
感
想
や
活
動
内

容
を
お
届
け
し
ま
す
。

９人の地域おこし協力隊員（令和７年度）

新
あ ら い

井　泰
や す お

雄さん 河
こ う の

野　綾
あ や か

華さん山
や ま う ち

内　彩
あ や

さん

滞在交流拠点となることを目指し、町内
に「HIRAIZUMI CROSS &」をオープン

町内小中学校の児童を対象に開催した
プログラミング教室は毎回満員でした

ヤーコンの活路を見出すため、レシピコ
ンテストを開催した新井さん

―
印
象
深
い
思
い
出
は

　

休
む
間
も
な
く
活
動
し
続
け
た
、

怒
涛
の
３
年
間
で
し
た
。
特
定
の
出

来
事
よ
り
も
、
九
州
か
ら
単
身
で
来

て
孤
独
を
感
じ
て
い
た
私
に
、
声
を

か
け
て
く
れ
た
地
域
や
役
場
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
た
日
々
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
支
え
の
お
か

げ
で
活
動
を
続
け
ら
れ
た
こ
と
に
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

―
３
年
の
活
動
で
感
じ
た
こ
と

　

６
次
産
業
化
や
特
産
品
づ
く
り

の
可
能
性
と
難
し
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
地
域
だ
け
で
な
く
、
外
部
と

の
連
携
や
協
力
体
制
の
重
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
展
望
は

　

今
後
も
カ
フ
ェ
を
拠
点
に
活
動

を
継
続
し
、
中
尊
寺
通
り
の
活
性
化

に
も
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
店
舗

２
階
で
の
宿
泊
事
業
を
今
春
の
開

始
に
向
け
て
準
備
し
て
お
り
、
滞
在

型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
展
開
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
町
民
の
皆
さ
ん
へ
ひ
と
こ
と

　

３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
気
軽
に
立
ち

寄
っ
て
い
た
だ
け
る
場
所
と
し
て
、

ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
け
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。

―
町
の
印
象
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

町
を
訪
れ
た
当
時
か
ら
町
全
体

に
強
い
熱
量
を
感
じ
て
い
て
、
そ

の
印
象
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
特

に
、
着
任
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
役

場
担
当
者
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
熱
意
は
、
担
当
者
が
変
わ
っ
た
今

も
感
じ
て
い
ま
す
。

―
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は

　

地
元
の
若
者
が
「
田
舎
だ
か
ら
」

と
志
を
低
く
見
積
も
る
必
要
の
な

い
環
境
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
隊

員
を
退
い
た
後
も
、
高
度
な
技
術
を

学
び
、
存
分
に
生
か
す
こ
と
の
で
き

る
機
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
展
望
は

　

３
年
間
の
活
動
で
築
い
た
基
盤

を
生
か
し
、
10
年
、
20
年
先
を
見
据

え
た
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ

て
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
目

標
は
、
こ
の
地
域
に
「
小
さ
な
東
京
」

を
つ
く
る
こ
と
。
学
び
得
た
技
術
を

活
用
で
き
る
雇
用
の
創
出
と
、
都
市

部
に
遜
色
の
な
い
給
与
水
準
へ
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

―
町
民
の
皆
さ
ん
へ
ひ
と
こ
と

　

任
期
は
終
わ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
近
隣
に
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
！

―
ど
ん
な
３
年
で
し
た
か

　

ヤ
ー
コ
ン
を
活
用
し
た
ビ
ー
ル

製
作
か
ら
始
ま
り
、
味
噌
漬
け
や
葉

を
利
用
し
た
お
茶
の
開
発
、
長
期
保

存
方
法
の
研
究
、
栽
培
方
法
の
模
索

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
き
た
、
あ
っ
と
い
う
間
の
３
年

間
で
し
た
。

―
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
て

　

思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
平
泉
ヤ
ー
コ
ン
研

究
会
の
皆
さ
ん
に
ヤ
ー
コ
ン
の
栽

培
を
続
け
て
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、

開
発
・
研
究
の
素
材
と
な
る
ヤ
ー
コ

ン
の
供
給
が
絶
え
ず
、
活
動
を
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
今
後
の
展
望
は

　

町
内
で
活
動
を
続
け
、
ヤ
ー
コ
ン

の
活
用
先
を
具
体
的
に
見
出
す
こ

と
で
、
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
恩
返
し
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
収
益
性
の
あ
る
作
物
と
し

て
、
自
ず
と
栽
培
す
る
人
が
増
え
、

そ
れ
に
伴
っ
て
休
耕
地
の
利
活
用

が
進
む
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

―
町
民
の
皆
さ
ん
へ
ひ
と
こ
と

　

３
年
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
鈴
沢
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
オ
フ
ィ
ス
で
活
動
を
続
け
ま
す

の
で
、遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
！



19 18広報ひらいずみ　№ 826 広報ひらいずみ　№ 826

　３月13日、第11区食生活改善推進員協議会が主

催する健康教室が町学習交流施設「エピカ」調理室

で開催され、町内産のヤーコンを使用した、推進員

考案の料理が作られました。

　メニューは炊き込みご飯、きんぴら、サラダ、スー

プなどで、全てヤーコンが使用されました。食後には

新井隊員による講話も行われ、交流を深めました。

　河野隊員は２月24日、県内企業と連携開発した

新商品を発表し、青木町長に報告しました。

　新商品は町内産トマトを活用した「冷やしトマ

ト甘酒」と「発酵トマトソース」、町内産トマトとリ

ンゴを活用したジュース「とまりん」の３品で、河

野さんが運営するカフェ「HIRAIZUMI CROSS &」と

道の駅平泉で販売されています。

町地域おこし協力隊員の取り組みを紹介

町地域おこし協力隊

ひらいずみ活動通信
Vol.33

　都市部から町内に移住した地域おこし協力

隊員による連載「ひらいずみ活動通信」。今回

は、株本誉さん（奈良県出身）が担当します。

「いわてチャレンジDAY」で講演をしました

株
かぶもと

本　誉
ほまれ

さん

　「平泉のことが気になる」
　そんなあなたは、全国どこでも“ひらいず民

みん

”。
　ふるさと住民票Ⓡと連動した、平泉独自の“ひらいず民”募集交流
Webアプリを公開しました。登録すると、今後、行事やお仕事・お手
伝い、パブリックコメントの募集や参加が可能になります。
　「まちづくりに参加したいが方法がわからない」「町内・ご近所・い
つもの人以外からも担い手を探したい」といった課題解決が可能で
す。ぜひ二次元コードからご覧ください。
※個人情報は役場担当者のみが利用し、厳重に管理されます。
　安心してご利用ください。

ふるさと住民登録・地域交流Webアプリをオープン

←「ひらいず民-ふるさと住民票Ⓡ」

　（ホームページ）はこちらから

黄金メロンや道の駅平泉奨励品目を作ってみませんか？

　道の駅平泉への産直出荷を応援するため、生産者が道の駅平泉に出荷したことのない作物を出

荷しようとする場合、苗代などの導入費用の補助を行っています。

　特に、町の特産品の一つである「黄金メロン」、道の駅平泉で生産を奨励する「アスパラガス」「ブ

ロッコリー」「落花生」「とうもろこし」「ほうれん草」「ねぎ苗・玉ねぎ苗」の出荷を応援します。

■対象者

　新しい品目の作物を道の駅平泉の産直施設

で２年以上継続して出荷、販売しようとする人

■対象作物

　対象者がこれまで道の駅平泉の産直施設に

出荷したことのない品目の作物

■対象経費

　導入しようとする対象作物の種、苗木、肥料、

資材の購入費（ビニールハウスの設置工事費を

含む）

■補助金額

　① 黄金メロン…対象経費の５分の４（１件につき上限20万円）

　② 道の駅平泉奨励品目…対象経費の４分の３の額（１件につき上限15万円）

　　　　　　　　　　　　※令和８年度奨励品目：アスパラガス、ブロッコリー、落花生、とうも

ろこし、ほうれん草、ねぎ苗・玉ねぎ苗

　③ ①、②以外の品目…対象経費の２分の１の額（１件につき上限３万円）

■申し込み・問い合わせ先…農林振興課　☎46-5564

■対象者

　申請日時点で町内に住所と農地を有する農

業経営体

■補助内容

　動力がある農業機械、動力がある農業機械に

接続して使用する農業機械の購入（10万円以

上）を補助します。

　ただし、汎用性が高い機械（トラック、フォー

クリフトなど）は対象外です。

※補助金を申請するためには、別に定める交付

対象要件に該当する必要があります

※交付決定前に購入した農業機械は対象外です

■補助金額

　農業機械の購入に要する経費の３分の１以

内の額（補助上限30万円）

■受付開始

　４月13日（月）　８：30～

■その他

　・予算がなくなり次第終了となります

　・広く補助金を交付するため、新規に申請

する人を優先的に対象とします

■申し込み・問い合わせ先

　農林振興課　☎46-5564

営農継続に必要な農業機械購入費用を補助をします

新規就農ワンストップ相談窓口 ～農業をはじめよう！～

　一関地方農林業振興協議会では、本格的に農業を始めたい意欲ある人の相談を待っています。

■開催日程（原則毎月第２水曜日）

[令和８年]

　４月８日（水）、５月13日（水）、６月10日（水）、

　７月８日（水）、８月５日（水）、９月９日（水）、

　10月14日（水）、11月11日（水）、12月９日（水）

[令和９年]

　１月13日（水）、２月10日（水）、３月10日（水）

■場所…一関市役所川崎支所２階　多目的室

■その他

　相談は１人１時間程度で、リモートでの相談

も可能です

　相談希望日の５日前までに電話で申し込ん

でください

■申し込み・問い合わせ先

　一関地方農林業振興協議会

　▷一関農業改良普及センター　☎52-4961

　▷農林振興課　☎46-5564

ヤーコンの新レシピが続々
健康教室で、彩り豊かな料理に大変身

町内産トマトとリンゴで新商品
県内企業と連携開発した新商品を発表
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「
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
」に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
満
65
歳
の
人
が
対
象
と
な
る「
肺
炎

球
菌
感
染
症
予
防
接
種
」は
、４
月
か
ら

新
し
い
ワ
ク
チ
ン
に
切
り
替
わ
る
た

め
、予
診
票
と
自
己
負
担
金
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

　
接
種
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
て

い
ま
す
が
、不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
察
46
―
５
５
７
１

４
月
19
日（
日
）は
、一
斉
清
掃
の
日
で
す

　
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
り
、清
潔
で

住
み
よ
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
日
時
、場
所

　

基
準
日
は
４
月
19
日
（
日
）
で
す
が
、

地
区
ご
と
に
日
時
や
場
所
が
異
な
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課

　
　
察
46
―
５
５
６
２

物 件 名

▷上野台団地…７戸

①１号棟１０７　②１号棟３０６　③２号棟１０８　④２号棟２０９

⑤２号棟３０５　⑥３号棟２０６　⑦３号棟３０７

▷高田前団地…２戸

⑧９棟１号　⑨９棟６号

間 取 り

①③　　　２ＬＤＫ（居間：６帖、和室２室：６帖）

②⑤⑥⑦　３ＬＤＫ（居間：６帖、和室１室：６帖、洋室２室：６帖）

④　　　　２ＬＤＫ（居間：６帖、和室１室：６帖、洋室１室：６帖）

⑧⑨　　　３Ｋ（１階和室１室：６帖、２階和室２室：７．５帖、６帖）

月額家賃

入居者の所得に応じて

①　　20,000円～29,800円　　　　　②　　23,900円～35,600円

③　　20,100円～29,900円　　　　　④　　18,600円～27,600円

⑤　　24,000円～35,800円　　　　　⑥⑦　24,100円～35,900円

⑧⑨　15,400円～22,900円

駐車場使用料 １カ月　1,500円/台　（１世帯２台まで）

募集期間 随時（空室がある場合）　　※受付時間…平日８：30～17：15

入居資格

▷現に同居、または同居しようとする親族がいる人

▷収入が定められた額を超えない人

▷現在住宅に困っている人（住宅などの所有者は原則申し込みできません）

▷市町村民税などを滞納していない人

▷暴力団員でない人

そ の 他
▷申し込み、入居には連帯保証人（町内、奥州市、一関市の人）が２人必要です。

▷先着順で受け付けます。入居者が決まり次第、受け付けを終了します。

▷募集の状況は町ホームページにも掲載し、随時更新しています。

問い合わせ先 建設水道課　察46-5569

町営住宅の入居者を募集します

予防接種の日時と場所

第
28
回「
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」の
出
場
選
手
を
募
集
し
ま
す

■
日
程
…
６
月
６
日（
土
）

　

※
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
は
５
月
10
日（
日
）

■
場
所
…
県
営
運
動
公
園
ほ
か

■
対
象

▽
県
内
在
住
の
13
歳
以
上
の
身
体
・

知
的
・
精
神
の
障
が
い
の
あ
る
人

※
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
の
観
点
か
ら
、

満
10
歳
以
上
（
小
学
校
５
年
生

に
相
当
）
は
、
オ
ー
プ
ン
区
分

（
メ
ダ
ル
授
与
対
象
）
で
の
参

加
が
可
能
で
す

■
競
技
種
目

　

▽
陸
上
競
技
▽
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
▽
水
泳
▽
卓
球
▽
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
▽

ボ
ウ
リ
ン
グ
▽
ボ
ッ
チ
ャ（
全
７
競
技
）

■
申
込
方
法

　

詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
…
４
月
16
日（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

　
察
46
―
５
５
７
１

姉
46
―
２
２
０
４

※接種場所の指定はありません。都合のつく日時に接種してください。

義
肢
や
装
具
な
ど
補
装
具
の「
巡
回
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す

■
日
時
…
５
月
15
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場
所
…
千
厩
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容

　

義
肢
・
装
具
な
ど
補
装
具
の
購
入
や

適
合
の
判
定

■
そ
の
他

　

参
加
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
期
限

　

４
月
24
日（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

察
46
―
５
５
７
１

子
ど
も
医
療
費
助
成 

４
月
か
ら
新
し
い「
受
給
者
証
」の
使
用
を

　
子
ど
も
が
対
象
の
医
療
費
助
成
受
給

者
証
の
番
号
が
変
わ
る
人
に
、４
月
１

日
か
ら
使
用
で
き
る
受
給
者
証
を
３
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す
。４
月
に
な
っ
て

も
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

令
和
８
年
度
の
中
学
１
年
生
（
有
効

期
限
に
よ
り
、
受
給
者
証
が
変
わ
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課　
　

察
46
―
５
５
６
２

自
転
車
の
交
通
違
反
に
反
則
金
が
科
さ
れ
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
自
転
車
の
交
通
違
反

に
も
交
通
反
則
通
告
制
度
が
適
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
規
定
の
違
反
行
為
に

対
し
て
は
、い
わ
ゆ
る「
青
切
符
」に
よ

る
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
自
転

車
の
交
通
ル
ー
ル
を
再
度
確
認
し
て
、

責
任
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
…
16
歳
以
上
の
全
て
の
人

■
反
則
行
為
の
一
例

▽
携
帯
電
話
使
用
等
（
保
持
）▽
遮
断

踏
切
立
ち
入
り
▽
信
号
無
視
、
安
全
運

転
義
務
違
反
、
通
行
区
分
違
反
（
逆
走
・

歩
道
通
行
等
）
、
横
断
歩
行
者
等
妨
害
等

▽
指
定
場
所
一
時
不
停
止
等
、
無
灯
火
、

自
転
車
制
動
装
置
不
良
▽
並
進
禁
止
違

反
、
軽
車
両
乗
車
積
載
制
限
違
反
（
二
人

乗
り
等
）

■
そ
の
他

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
努
力
義
務
で

す
が
、
万
が
一
の
事
故
に
備
え
て
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課

　
　
察
46
―
５
５
６
２

「
有
価
物
」を
集
団
回
収
し
た
団
体
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す

　
町
は
、町
内
か
ら
発
生
す
る
有
価
物

を
集
団
回
収
し
た
団
体
に
助
成
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
の
有
価
物

▽
金
属
類
（
ア
ル
ミ
缶
や
ス
チ
ー
ル

缶
な
ど
＝
１
㌔
５
円
）

▽
古
紙
類
（
新
聞
紙
、
雑
誌
類
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
な
ど
＝
１
㌔
４
円
）

▽
牛
乳
パ
ッ
ク（
１
㌔
４
円
）

▽
瓶
類
（
一
升
瓶
、
ビ
ー
ル
瓶
な
ど

＝
１
本
４
円
）

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
類（
１
㌔
５
円
）

■
対
象
の
団
体

　

▽
Ｐ
Ｔ
Ａ
▽
子
ど
も
会
▽
町
内
会
▽

自
治
会
▽
婦
人
会
▽
青
年
会
▽
老
人
ク

ラ
ブ
▽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
―
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課　

　
察
46
―
５
５
６
２

場　所 時　間

４
月
８
日（
水
）

14区公民館 ９：00～９：15

長部地区交流センター ９：30～９：45

小島神社鳥居付近 10：00～10：10

20区コミュニティセンター 10：25～10：35

旧小島小学校付近 10：50～11：00

長島体育館 11：15～11：30

４
月
９
日（
木
）

大佐公民館 ９：00～９：15

佐野公民館 ９：30～９：40

祇園公民館 ９：50～10：00

12区公民館 付近 10：15～10：25

13区公民館 10：35～10：45

２区公民館 11：00～11：10

瀬原屯所 付近 11：25～11：35

４
月
10
日（
金
）

３区 雷神社 付近 ９：00～９：05

戸河内コミュニティセンター ９：15～９：20

４区ふれあいセンター ９：40～９：50

５区公民館 10：00～10：10

６区河原橋付近 10：20～10：30

７区公民館 10：40～10：50

保健センター 11：05～11：20

春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
町
内
各
地
で
行
い
ま
す

　
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、年
１
回
の
接

種
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。狂
犬
病
は
現
在
も
海
外
で
流
行
し

て
い
る
病
気
で
す
。国
内
で
の
流
行
を

防
ぐ
た
め
、接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
…
生
後
91
日
以
上
の
全
て
の
犬

■
費
用
…
３
３
０
０
円

■
注
意
事
項

▽
注
射
時
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

送
付
さ
れ
る
は
が
き
と
注
射
料

金
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
中
に
注
射
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
は
、
動
物
病
院
で
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

犬
の
新
規
登
録
を
行
い
た
い
場
合

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
登
録
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
料
は
３
０
０
０

円（
注
射
料
金
と
別
途
）で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
察
46
―
５
５
７
１
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音楽を楽しむひとときを
平泉中学校吹奏楽部がコンサートを開催

　３月20日、平泉中学校吹奏楽部が町学習交流施

設「エピカ」でスプリングコンサートを開催し、息

の合った演奏で聴衆を楽しませました。

　指揮者を置かず、部員14人が主体となって挑戦

する同コンサートは「銀河鉄道９９９」の演奏で

華々しく開幕。ポップス曲を中心に複数曲が披露

され、来場者は手拍子をしながら楽しみました。

震災、災害を学び伝える
「すぎのこクラブ」が3.11追悼集会

　平泉小学区の放課後児童クラブ「すぎのこクラ

ブ」は３月11日、東日本大震災などの震災、災害の

教訓を伝える、3.11東日本大震災の集いを町学習

交流施設「エピカ」で行いました。

　クラブの児童は、災害を題材にした大型紙芝居

や手振りを交えた合唱などを披露し、災害の悲惨

さや教訓を忘れないことを誓いました。

健康長寿、笑顔で100歳
佐々木サトミさんが百寿を迎える

　平泉字上窟の佐々木サトミさんは２月25日、100

歳の誕生日を迎えました。青木町長から花束など

を受け取り「自分でもびっくりしている。みなさん

のおかげでこのように生きている」と語りました。

　長島出身で、18歳で結婚。旦那さんの貞一さん

（故人）と農業を営み、子４人、孫12人と、ひ孫、や

しゃごにも恵まれました。

想いでつながる支援の輪
町婦協が町内８施設へ寄贈

　町地域婦人団体協議会（阿部ひろみ会長）は２月

17日、会員から寄せられた食料品を児童クラブ２

カ所へ、タオルなどを町内の高齢者施設、障がい者

施設、保育施設など６カ所へ寄贈しました。

　同協議会は「寄贈品が有意義に活用されること

を願っている。今後も継続して皆さんの善意を届

ける活動に取り組みたい」と感謝を述べました。

町の景観について考える
景観計画改定ワークショップを開催

　２月28日、平泉世界遺産ガイダンスセンターで

景観計画改定ワークショップが開催され、町民を

中心とした中学生から70代までの22人が参加し、

平泉の景観の今後について話し合いました。

　「平泉の残したい景観、より良くしたい景観」の

テーマに沿ってワークショップが行われ、「誰のた

めの条例、計画なのか」などが議論されました。

地域の財産を再認識
束稲山麓地域活性化フォーラムを開催

　束稲山麓地域農業遺産推進協議会が主催する束

稲山麓地域活性化フォーラムが３月７日、平泉文

化遺産センターで開催されました。

　同協議会が初めて開催した「第１回聞き書きた

ばさん」の成果発表をはじめ、岩手大学の坂口奈央

准教授による基調講演や地域住民などによるパネ

ルディスカッションが行われました。

国際交流員
韓月月さん
主催企画！

豆知識コーナー ＆
４月の「やさしい中国語発音」コーナー

■国際交流員が教える【豆知識】 ー中国の「春節」とは？ー

　春節（しゅんせつ）は、中国で最も大切にされてい

る“お正月”です。旧暦にもとづいているため、毎年

日付が変わり、日本で一般的に使うカレンダーの１

月下旬から２月中旬ごろに迎えます。この時期にな

ると、多くの人が故郷に帰り、家族そろって新年を

祝います。

　実は、私の誕生日も旧暦で祝う習慣があり、毎年

カレンダーを見ないと自分の誕生日がいつになる

のか分かりません。最近は西暦で祝う人も増えてい

ますが、旧暦の行事や習慣は今でも多くの人の暮ら

しの中に残っています。

■やさしい中国語発音コーナー（毎月開催）　４月の予定
▷日時…４月14日（火）、30日（木）　18：00～19：30

▷場所…町学習交流施設「エピカ」研修室

▷定員…６人　▷費用…無料

▷その他…申し込み・キャンセルのいずれも前日までに連絡

▷申し込み・問い合わせ先…観光商工課　察46-5572

新
xīn

 年
nián

 好
hǎo

 ！ (ｼﾝ ﾆｪﾝ ﾊｵ)
：あけましておめでとうございます

恭
gōng

 喜
xǐ

 发
fā

 财
cái

！ (ｺﾞﾝ ｼｰ ﾌｧｰ ﾂｧｲ)
：豊かになりますように
 （繁栄や金運を願う

縁起の良い言葉）
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室長(兼) 千 葉 数 馬
室長補佐 佐 々 木 美 香 課　　長 佐 々 木 元
主　　任 細 谷 妃 奈 主　　幹 鈴 木 暁 之 課　　長 岩 渕 嘉 之

室長補佐(兼) 阿 部 純 課長補佐 鈴 木 雅 芳 課　　長 小 野 寺 敏 彦 所　　長 菅 野 文 子 課　　長 松 本 英 雄 課長補佐 菅 原 勇 弥
室長補佐(兼) 島 原 理 絵 主　　任 澤 田 安 弘 課長補佐 鈴 木 ゆ き え 次　　長 穂 積 貴 史 課　　長 千 葉 数 馬 課　　長 伊 藤 正 幸 課長補佐 鈴 木 麻 友 子 課長補佐 浅 利 真

主　　任 岩 淵 寛 之 課長補佐 鳥 畑 義 紘 次　　長 丸 山 直 美 課長補佐 阿 部 純 課長補佐 平 沢 梢 枝 主　　任 鈴 木 大 司 課長補佐 横 田 由 紀 子
主　　任 櫻 田 千 紘 主任主査 山 平 大 望 保 健 師 清 水 美 里 課長補佐 島 原 理 絵 課長補佐 丸 山 裕 之 主　　任 安 倍 雅 人 主　　査 菊 地 大 二 郎
主　　事 千 葉 皓 介 主　　査 千 葉 和 広 管理栄養士 岩 部 里 沙 主　　任 那 須 駿 也 主任主査 鈴 木 友 也 主　　事 菅 原 裕 太 主　　任 安 倍 悠
主　　事 五 嶋 一 樹 主　　査 佐 藤 舞 主　　事 丸 山 凌 平 主　　事 阿 部 誠 翔 主　　査 高 橋 佳 史 主　　事 菅 原 大 誠 主　　任 森 遼 祐

主　　任 千 葉 美 由 紀 保 健 師 大 林 菜 々 美 主　　事 遠 藤 大 樹 主　　任 及 川 真 司 主　　任 藤 田 友 美
主　　任 川 邉 美 樹 主　　事 中 村 万 作 依 主任(再) 千 葉 登 主　　事 稲 邊 大 悟 主　　事 遠 藤 巽 主　　事 今 野 練

技　　師 佐 々 木 優 作 主事(兼) 遠 藤 巽 課長補佐(兼) 佐 々 木 美 香 主　　事 小 野 寺 愛 斗 主　　事 佐 藤 滉 斗
技　　師 伊 藤 緋 里 主　　事 菅 原 麻 実 自動車運転手主任 稲 葉 匡 志
技 師 補 岩 渕 有 希 主　　任 小 野 寺 俊 英 主　　事 阿 部 未 沙 来 自動車運転手主任 岩 渕 浩 平
主任(再) 菅 原 英 明 主　　任 小 笠 原 理 斗 課長補佐(兼) 穂 積 貴 史

自動車運転手主任(再) 小 野 寺 義 弘課長補佐(兼) 丸 山 直 美
主任(再) 村 上 可 奈 子

保健師(兼) 清 水 美 里
管理栄養士(兼) 岩 部 里 沙
保健師(兼) 大 林 菜 々 美

園　　長 菊 地 広 美 園　　長 千 葉 真 由 美
園長補佐 小 野 寺 由 希 園長補佐 千 葉 祥 子

課　　長 菊 地 隆 一 主査保育士 千 葉 真 知 子 主査保育士 今 野 宏 子
課長補佐 佐 藤 正 和 主任保育士 藤 田 恭 子 主査保育士 阿 部 美 香 課長兼センター長 千 葉 直 子

館長(兼) 伊 藤 正 幸

主　　査 千 葉 武 裕 主任保育士 菊 地 美 咲 主任保育士 菅 原 真 紀 課長補佐 小 野 寺 正 耕
館長補佐(兼) 丸 山 裕 之

局長(併) 佐 々 木 元
主　　任 長 谷 川 公 美 主任保育士 菅 原 梨 沙 主任保育士 今 野 翔 太 課長補佐兼統括支援員 菅 原 優 香 次　　長 鈴 木 麻 弥

主任保育士 佐 藤 茜 主任保育士 吉 田 美 沙 主　　任 佐 藤 孝 紀 主　　任 小 野 寺 敦 美
主任保育士 岩 渕 宇 晃 主任保育士 佐 々 木 瑞 稀 主　　任 石 神 繭 香 主事(併) 千 葉 皓 介
主任調理員 千 葉 幸 恵 保 育 士 菅 原 史 菜 保 健 師 佐 藤 沙 紀 主事(併) 五 嶋 一 樹

保 育 士 千 葉 愛 永 社会福祉士 山 平 朋 菜
主任調理員 佐 藤 智 恵 子 主任保健師(再) 穂 積 千 恵 子

局　　長 小 原 真 弓
主任主査 菅 原 久 美 子
書記(併) 横 田 由 紀 子
書記(併) 菊 地 大 二 郎

参与(非) 千 葉 信 胤
室長(兼) 小 野 寺 崇 館　　長 小 野 寺 崇 教育次長 髙 橋 国 博 館長(兼) 髙 橋 国 博 主任調理員 小 野 寺 幸 奈 主任調理員 山 平 ま ゆ み
室長補佐 島 原 弘 征 館長補佐 熊 谷 友 貴 教育次長補佐 千 葉 聡 美 主事(兼) 春 日 谷 聡 子 主任調理員(再) 鈴 木 あ け み

室長補佐(兼) 熊 谷 友 貴 主任学芸員 鈴 木 博 之 教育次長補佐 菅 原 学
主任学芸員(兼) 鈴 木 博 之 主　　任 鈴 木 理 世 教育次長補佐 髙 橋 麻 美

主任(兼) 鈴 木 理 世 学 芸 員 村 上 知 穂 指導主事 藤 村 誠 毅
学芸員(兼) 村 上 知 穂 学 芸 員 千 葉 偲 月 主　　査 三 浦 裕 貴
学芸員(兼) 千 葉 偲 月 主任学芸員(再) 菅 原 計 二 主　　事 春 日 谷 聡 子
主任学芸員(再)(兼) 菅 原 計 二 館長補佐(兼) 島 原 弘 征 主事兼社会教育主事 鈴 木 崚 太

主任(再) 千 葉 光 祉

監査委員

議会事務局併任

教育委員会

教育長
野新平

☎46-5576

議　　会

平泉中学校
☎46-2205☎46-2574 ☎46-2202

平泉町立体育館 平泉小学校 長島小学校
☎46-2203

議会事務局
☎34-5595

世界遺産推進室
☎46-2218

推進係、企画係

文化遺産センター
教育委員会事務局

文化振興係、文化財係
☎46-4012

総務係、学校教育係、社会教育係

会計管理者(兼)
千葉　数馬

保健センター
☎46-5571
健康管理係
保健指導係

副町長
菅原　幹成

☎46-5567
庶務係、農地係
農業振興係

子育て支援課
こども家庭センター

☎34-5548
児童福祉係
母子保健係

☎34-1300
総務課・まちづくり推進課

併任

農業委員会

農業委員会事務局

情報施策係、交流施策係

長島こども園 二葉きらり園
☎46-2007 ☎46-2575、2767

選挙管理委員会

環境係、交通安全係
放射線対策係

収納係
保健福祉係
介護保険係

一関地区広域行政組合へ派遣

統計係、男女共同参画係

町長
青木　幸保

県南広域振興局へ派遣

林務畜産係

企業労政係、駐車場係

建設水道課
☎46-5569

土木係、住宅係
都市計画係、農林土木係
水道・簡水係、下水道係

北上川治水対策係

町営駐車場

農政係

出納室 農林振興課 まちづくり推進課
☎46-5564 ☎46-5578

出納係

観光商工課
☎46-5572

観光係、商工係

企画調整係、公聴広報係
内線102

企業誘致係
国土調査係

平泉町健康福祉交流館

総　務　課
☎46-5540

庶務係、財政係
管財係、防災係
自治体ＤＸ係

町民福祉課
☎46-5562

戸籍住民係、社会福祉係
年金係、国保係
後期高齢者医療係

税　務　課
☎46-5563
諸税係
町民税係

固定資産税係

町職員の人事異動を４月１日付で発令しました。
新体制となった職員配置は次の通りです。
※（兼）は兼務、（併）は併任、（再）は再任用、（非）は非常勤特別職を指します。
※小中学校は、町職員のみ掲載しています。

令　和
８年度職員体制

◎令和８年度組織改編
４月１日付けで
　平泉町立幼稚園・平泉保育所を二葉きらり園に、
　長島保育所を長島こども園に移管します。

◎退職者（３月31日付）

税務課長　　　　　　　　　　　　村上可奈子
子育て支援課長・こども家庭センター長　千葉　光祉
長島保育所主任（再任用）　　　　　千葉よし子
文化遺産センター主任　　　　　　千葉　　徹
文化遺産センター主任学芸員　　　鈴木江利子

子育て支援課長
こども家庭センター長

千葉　直子

◎課長級の異動

税務課長

千葉　数馬
県人事交流で
県南広域振興局から出向

農林振興課主幹

鈴木　暁之
教育委員会事務局教育次長

髙橋　国博

文化遺産センター館長

小野寺　崇
二葉きらり園長

千葉真由美
長島こども園長

菊地　広美
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一関保健所からのお知らせ ■申し込み・問い合わせ先…一関保健所保健課　☎26-1415

こころの健康相談（事前予約必要）

　専門医師が無料で、こころの健康相談に対応します。

相談日の１週間前までに予約してください。

■日時…４月９日（木）　13:30～15:30

■場所…一関保健所

■申し込み・問い合わせ先…一関保健所　察34-4689

骨髄バンクドナー登録、血液検査（事前予約必要）

■日時…４月８日（水）

　　　　※骨髄バンクドナー登録　９：00～10：00

　　　　※血液検査（ＨＩＶなど）　10：00～11：30

■場所…一関保健所

■血液検査の種類…▷ＨＩＶ抗体検査

　　　　　　　　　▷梅毒抗体検査

　　　　　　　　　▷肝炎ウイルス検査

　　　　　　　　　▷クラミジア病原体検査（※尿検査）

■検査料金…無料

　町の健康診査で「むし
歯のない３歳児」として
表彰されたお子さんを紹
介します。保護者から、む
し歯ゼロへの取り組みな
どを聞きました。

「
か
か
り
つ
け
医
」を
持
っ
て

日
頃
か
ら
健
康
管
理
を

　
皆
さ
ん
は
、か
か
り
つ
け
医（
診
療
所
・
医
院
）を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

　
か
か
り
つ
け
医
と
は
、日
頃
か
ら
健
康
管
理
や
初
期
の
治
療
を
し
て
く
れ

る
身
近
な
医
師
の
こ
と
で
す
。身
近
に
頼
れ
る
か
か
り
つ
け
医
を
持
っ
て
安

心
と
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。子育ての広場

Family Corner
　子育て支援センター

で開催されている各活

動や子育てに役立つ情

報をお届けします。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

４
月
の
予
定

　
◎
み
ん
な
の
広
場

　
　「
は
じ
め
ま
し
て
」

　
▽
日
時
…
４
月
16
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
～
11
時

　

▽
場
所
…
町
立
二
葉
き
ら
り
園

　

▽
対
象
…
１
歳
～
在
宅
児

　

▽
申
込
期
限
…
４
月
15
日（
水
）

　

◎
給
食
試
食
会

　

▽
日
時
…
４
月
16
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時

　

▽
定
員
…
２
組

　

▽
申
込
期
限
…
４
月
15
日（
水
）

　
◎
園
開
放

　

▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

▽
町
立
長
島
こ
ど
も
園（
園
庭
）

　
　

毎
週
水
曜
日

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（

町

立
二
葉
き
ら
り
園
内
）

察
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■
み
ん
な
の
広
場

　

食
事
や
排
せ
つ
、睡
眠
な
ど
の

生
活
に
関
す
る
相
談
や
お
子
さ
ん

の
年
齢
に
合
わ
せ
た
遊
び
を
行
い

ま
す
。親
同
士
や
ス
タ
ッ
フ
と
の

関
わ
り
の
中
で
子
育
て
に
関
す
る

情
報
や
悩
み
を
共
有
し
、理
解
を

深
め
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

■
給
食
試
食
会

　

こ
ど
も
園
の
給
食
を
体
験
で
き

ま
す
。お
子
さ
ん
の
年
齢
に
合
っ

た
食
事
の
内
容
や
調
理
方
法
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆

　

ど
ち
ら
も
毎
月
１
回
開
催
し
て

い
ま
す
。詳
し
く
は
、広
報
ひ
ら
い

ず
み
や
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
症
状
、
病
歴
、
健
康
状
態
を
把
握

し
て
い
る
の
で
、
い
ざ
と
い
う
時

に
す
ぐ
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す

▼
食
事
や
運
動
な
ど
、
日
常
の
健
康

管
理
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く

れ
ま
す

▼
入
院
や
高
度
な
検
査
が
必
要
な

場
合
な
ど
に
、
適
切
な
病
院
・
診

療
科
を
指
示
、
紹
介
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す

「
か
か
り
つ
け
医
」を
持
つ
と

鈴
すずき

木　佐
さ き

季さん

仕上げ磨きを頑張っ

ています。

　歯ブラシは、毛先が開いてきた
ら交換しましょう！

「
か
か
り
つ
け
医
」と

「
病
院
」の
役
割
の
違
い

　

か
か
り
つ
け
医
と
病
院
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

■
一
次
医
療
機
関

　

民
間
の
診
療
所
・
医
院
、国
保
診
療

所
、
休
日
・
夜
間
救
急
当
番
医
な
ど

▽
比
較
的
症
状
の
軽
い
人
の
初
期

診
療
、
日
常
的
な
病
気
や
生
活
習

慣
病
、
安
定
し
た
慢
性
疾
患
の
診

療
を
行
い
ま
す
。

■
二
次
医
療
機
関

　

県
立
病
院
や
民
間
の
病
院

▽
専
門
の
医
療
設
備
を
整
備
し
て
、

入
院
や
手
術
が
必
要
な
重
症
患

者
の
診
療
を
行
い
ま
す
。

■
三
次
医
療
機
関

　

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

▽
命
に
か
か
わ
る
特
に
症
状
の
重

い
人
や
二
次
医
療
機
関
か
ら
紹

介
さ
れ
た
人
の
入
院
治
療
を
行

い
ま
す
。

　

昨
今
は
「
日
中
、
仕
事
で
行
け
な

い
」「
夜
で
も
や
っ
て
い
る
」
な
ど
の

理
由
で
、
軽
症
で
あ
っ
て
も
休
日
や

夜
間
に
安
易
に
病
院
を
受
診
す
る

「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

風
邪
な
ど
の
日
常
的
な
病
気
や

生
活
習
慣
病
、
安
定
し
た
慢
性
疾
患

の
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
通
常
の

診
療
時
間
内
に
、
診
療
所
・
医
院
な

ど
の
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
精
密
検
査
や
、
よ
り
高

度
な
治
療
が
必
要
に
な
っ
た
時
は
、

か
か
り
つ
け
医
の
紹
介
で
病
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
も
、
一

人
一
人
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。

「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」と
は

休
日
や
夜
間
に

具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
…

■
休
日
当
番
医

▽
診
療
日
…
日
曜
・
祝
日
、年
末
年
始

▽
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
夜
間
救
急
当
番
医

▽
診
療
日
…
月
～
金
曜
日

▽
時
間
…
午
後
６
～
８
時

※
当
番
医
は
、
一
関
市
医
師
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
ひ
ら
い

ず
み
、
当
日
の
新
聞
で
も
確
認
で

き
ま
す
。
当
番
医
が
変
更
に
な
る

場
合
も
あ
る
の
で
、
受
診
す
る
際

は
、
当
番
医
ま
た
は
一
関
西
消
防

署
（
察
２
５
―
０
１
１
９
）
に
電

話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

一
関
市
医
師
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
か
ら
→

急
な
ケ
ガ
や
病
気
で
救
急
車
を

呼
ぶ
か
迷
っ
た
ら
…

　

「
救
急
医
療
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」（
察

♯
７
１
１
９
）に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

24
時
間
３
６
５
日
、
看
護
師
な
ど
が

相
談
に
対
応
し
ま
す
。Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
ダ
イ

ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
（
察

０
１
９
―
６
５
６
―
１
７
７
４
）
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

15
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
急
な

ケ
ガ
な
ど
で
困
っ
た
ら
…

　

「
子
ど
も
救
急
相
談
電
話
」（
察
♯

８
０
０
０
）
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
相
談
受
付
時
間
は
、
午
後
７
時

か
ら
翌
日
午
前
８
時
ま
で
で
す
。

Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電

話
か
ら
は
（
察
０
１
９
―
６
０
５
―

９
０
０
０
）を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
救
急
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
は
こ
ち
ら
か
ら
→



　

平
泉
小
学
校

　

長
島
小
学
校

　

平
泉
中
学
校


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東
日
本
大
震
災　

復
興
講
演
会

～
あ
の
日
を
知
り 

こ
れ
ま
で
を
想
い 

こ
れ
か
ら
を
考
え
る
～

　

２
月
27
日
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
15
年
目
と
な
る

今
年
、
当
時
、
釜
石
東
中
学

校
で
教
員
を
務
め
て
い
た

一
関
市
立
川
崎
中
学
校
の

齋
藤
真
校
長
を
講
師
と
し

て
招
き
、
復
興
講
演
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
釜
石
東

中
学
校
の
当
時
の
生
徒
や

先
生
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

避
難
し
、
そ
の
後
の
避
難

生
活
、
学
校
生
活
を
送
っ

た
か
を
資
料
や
映
像
、
生

徒
へ
の
問
い
か
け
を
交
え

な
が
ら
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と

が
当
た
り
前
で
は
な
い
状

況
に
な
り
得
る
こ
と
、
戦

争
や
飢
餓
で
当
た
り
前
に

生
活
す
る
こ
と
も
困
難
な

国
や
地
域
が
あ
る
こ
と
、

今
の
生
活
を
支
え
て
い
る

全
て
の
人
に
感
謝
す
る
気

持
ち
を
持
と
う
と
伝
え
ま

東日本大震災当時のお話を聴きました

し
た
。

　

生
徒
の
感
想
を
紹
介
し

ま
す
。

「
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ

と
に
少
し
で
も
取
り
組

み
、
愛
す
る
人
を
想
っ
て

生
活
し
て
い
き
た
い
」

「
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
助
け
た
り
し
て
、
周
り

の
人
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
」

「
自
分
た
ち
は
常
に
『
感

謝
』
の
気
持
ち
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
と
強
く
感
じ

ま
し
た
」

「
あ
り
が
と
う
６
年
生
」

　

２
月
25
日
に
「
６
年
生

を
送
る
会
・
マ
ー
チ
ン
グ

引
継
ぎ
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
６
年
生
は
全
校
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
行
事
や

学
校
生
活
で
常
に
全
校
を

引
っ
張
り
、
楽
し
く
明
る

い
学
校
に
な
る
よ
う
に
児

童
会
や
委
員
会
で
活
躍

し
て
い
ま
し
た
。
学
校
生

活
で
は
、
時
間
を
守
っ
た

り
、
あ
い
さ
つ
を
進
ん
で

し
た
り
と
常
に
お
手
本
を

示
し
て
く
れ
た
の
で
、
平

泉
小
学
校
は
居
心
地
が
よ

く
て
仲
良
し
の
学
校
に
な

り
ま
し
た
。
各
学
年
は
６

年
生
に
感
謝
を
示
す
た

め
、
児
童
会
か
ら
割
り
当

て
ら
れ
た
役
割
を
果
た
そ

う
と
、
こ
の
日
に
向
け
て

準
備
し
ま
し
た
。

　

出
し
物
の
中
に
は
、

じ
ゃ
ん
け
ん
や
な
わ
と

び
、
か
け
算
九
九
で
６
年

生
に
挑
戦
す
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
が
、
優
し
い

６
年
生
は
、
ど
れ
も
下
級

生
を
勝
た
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、６
年
生
は
圧

巻
の
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、

「
さ
す
が
６
年
生
」と
下
級

生
は
さ
ら
に
尊
敬
の
気
持

ち
を
強
く
し
ま
し
た
。

　

６
年
生
か
ら
は
「
中
学

校
に
進
学
す
る
勇
気
を
も

ら
い
ま
し
た
」
と
感
謝
の

言
葉
も
あ
り
、
心
温
ま
る

６
年
生
を
送
る
会
と
な
り

ま
し
た
。

みんなで楽しくじゃんけん勝負！

響
き
合
う
心
、
13
人
の
旅
立
ち

　

暖
か
な
春
の
光
に
包
ま

れ
る
中
、
13
人
の
卒
業
生

は
、
晴
れ
や
か
な
表
情
で

思
い
出
深
い
学
び
舎
を
後

に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
学
年
は
、
常
に
低

学
年
の
歩
幅
に
合
わ
せ
て

優
し
く
寄
り
添
う
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
学
校
全
体
を
力
強
く

牽
引
し
て
き
ま
し
た
。
活

動
の
場
は
広
く
、
合
奏
団

と
し
て
の
演
奏
や
町
の
安

全
を
呼
び
か
け
る
防
火
パ

レ
ー
ド
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
で
大
活
躍
。
世
界

遺
産
交
流
で
は
、
県
内
の

小
学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

交
流
を
深
め
、
地
域
の
宝

を
再
発
見
し
な
が
ら
他
校

の
仲
間
と
も
絆
を
育
み
ま

し
た
。
ま
た「
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
」
で
見
せ
た
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス

は
、観
客
を
魅
了
し
、地
域

感謝を込めて、13人で創りあげた最高のフィナーレ

に
大
き
な
元
気
を
届
け
て

く
れ
ま
し
た
。

　

少
人
数
な
が
ら
も
互
い

を
高
め
合
い
、
個
性
を
輝

か
せ
て
き
た
13
人
。
学
び

舎
を
去
る
彼
ら
の
背
中

は
、
一
回
り
も
二
回
り
も

大
き
く
見
え
ま
し
た
。
中

学
校
と
い
う
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
で
も
、
自
分
ら
し

さ
を
忘
れ
ず
、
大
き
く
羽

ば
た
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
ご
卒
業
、お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
町
で
は
、町
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー

ツ
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、社
会
体

育
施
設
と
学
校
開
放
施
設
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
貸
出
施
設

【
社
会
体
育
施
設
】

▽
町
立
長
島
体
育
館

▽
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ａ
グ
リ
ー
ン
ス
タ

ジ
ア
ム（
町
営
長
島
球
場
）

▽
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
学
校
開
放
施
設
】

▽
平
泉
小
学
校　

体
育
館
、校
庭

▽
長
島
小
学
校　

体
育
館
、校
庭

▽
平
泉
中
学
校　

体
育
館
、
柔
剣
道

場
、校
庭（
夜
間
照
明
含
む
）

■
利
用
方
法

　

事
前
に
町
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
た

は
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
利
用
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
料
金
は
町
教
育
委
員
会
事
務
局
に
問

い
合
わ
せ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い

■
注
意
事
項

　

学
校
開
放
施
設
は
放
課
後
や
休
日
に

学
校
の
運
動
施
設
を
貸
し
出
し
ま
す
。

許
可
を
受
け
た
団
体
の
み
利
用
で
き
ま

す
。
個
人
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
事
務
局察
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■
活
動
期
間
…
４
～
11
月
（
月
４
回
程
度
）

■
活
動
場
所
…
平
泉
文
化
遺
産
セ
ン
タ
ー

■
年
会
費
…
２
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

（
担
当
・
小
野
寺
）　

☎
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グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
ま
せ
ん
か

《
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
よ
り
》

《
令
和
８
年
度
の
予
定
》

　

本
年
度
も
町
民
の
皆
さ
ん
が
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会

を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
世
界
遺
産

登
録
15
周
年
を
記
念
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
予
定
で
す
。
詳
細
は
決

ま
り
次
第
、随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
よ
り
》

総
合
型
ク
ラ
ブ
ひ
ら
す
ぽ

４
月
の
予
定

「
ひ
ら
す
ぽ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」（
気
軽
に
）

　
桜
の
開
花
予
報
は
10
～
15
日
！

　
今

年
度
最
初
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

ゆ
っ
く
り
体
を
慣
ら
し
ま
し
ょ
う
！

■
日
程
…
４
月
12
日（
日
）

■
時
間
…
午
前
９
時
30
分
～
11
時

■
場
所
…
西
行
桜
の
森

（
木
工
芸
館「
遊
鵬
」に
集
合
）

「
フ
ッ
ト
パ
ス
」（
た
っ
ぷ
り
と
）

　
西
行
桜
の
森
や
残
雪
の
奥
羽
山
脈
を

眺
め
な
が
ら
、遊
水
地
を
約
７
㌔
歩
き

ま
す
。（
昼
食
付
き
）

■
日
程
…
４
月
18
日（
土
）

■
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後
１
時
半

■
場
所
…
町
内（
長
島
地
区
）

（
町
公
民
館
長
島
分
館
に
集
合
）

「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
」（
月
２
回
）

　
初
心
者
向
け
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
ヨ

ガ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
…
４
月
５
日（
日
）、
19
日（
日
）

午
前
10
～
11
時

■
場
所
…
町
学
習
交
流
施
設「
エ
ピ
カ
」

多
目
的
ホ
ー
ル

「
健
活(

ケ
ン
カ
ツ)

教
室
」（
月
２
回
）

　
家
で
は
で
き
な
い
運
動
を
仲
間
と
楽

し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
！

■
日
時
…
４
月
７
日（
火
）、
22
日（
水
）

午
前
10
～
11
時

■
場
所
…
町
学
習
交
流
施
設「
エ
ピ
カ
」

多
目
的
ホ
ー
ル

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
」（
月
２
回
）

　
友
達
と
、家
族
と
、気
軽
に
運
動
で
き

る
２
時
間
で
す
。用
具
も
取
り
揃
え
て

い
ま
す
。

■
日
程
…
４
月
12
日（
日
）、26
日（
日
）

■
時
間
…
午
後
１
～
３
時

■
場
所
…
平
泉
中
学
校
体
育
館
、柔
剣
道
場

「
ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
」

■
日
時
…
４
月
５
日（
日
）、19
日（
日
）

午
前
11
時
10
分
～
12
時
10
分

■
場
所
…
町
学
習
交
流
施
設「
エ
ピ
カ
」

多
目
的
ホ
ー
ル

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

察
46
―
５
５
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町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
本
部
を
置
く
平

泉
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
野
球
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
、
剣
道
、
空
手

道
の
７
種
目
が
あ
り
ま
す
。
興
味
が
あ

る
人
は
、
ま
ず
は
見
学
か
ら
い
か
が
で

す
か
？　

お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

昨年のひらすぽウォーキング
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教育委員会　☎46-5576

エピカだより
学習交流施設　～町の活力を生み育てるにぎわい交流拠点～

Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ

エピカ　☎34-6656

←ホームページから「蔵書検索」や「貸し出し予約」ができます。

　「エピカ」のグランドピアノ
を下記の日時に開放します。希
望時間を指定し、電話または窓
口に直接申し込みください。
▷日程…４月18日（土）

▷時間…①13:00～13:50

　　　　②14:00～14:50

　　　　③15:00～15:50

　　　　④16:00～16:50

　　　　⑤17:00～17:50

▷場所…「エピカ」多目的ホール

▷対象…町民と町内在勤者

▷費用…無料

▷定員…先着各１組

▷申込開始
　４月１日(水)　９：00

「ピアノ開放日」

　４月は、町立図書館スタッフによるおはなし会です。スタッフが選

ぶ、とっておきの本の読み聞かせがあります。子どもから大人まで楽

しめる内容を準備していますので、ぜひ遊びに来てください。お待ち

しています。

▷日程…４月11日（土）　11:00～11:30

▷場所…「エピカ」おはなし室　　▷出演…町立図書館スタッフ

４月の「おはなし会」

　「エピカ」の多目的ホールを
下記の日時に開放します。申し
込みは不要です。
▷日程…４月25日(土)

▷時間…13:30～15:30

▷対象…幼児～小学生

▷費用…無料

▷定員…20人程度

▷その他
未就学児は、保護者同伴が必

要です。

「あそびばエピカ」

「人よ、花よ、　上」
今村　翔吾∥著
／朝日新聞出版

「桜のような僕の恋人」
宇山　佳佑∥著

／集英社

「はるがもぞもぞ」
内田　麟太郎∥文

／ポプラ社

「さくららら」
升井　純子∥文
／アリス館

４月企画展「春」

▷日程…５月15日（金）

▷時間…８:00～15:00

▷場所…鼎が浦（気仙沼市）

▷内容
　神明崎公園～海の市（約4㌔）

▷対象…町民と町内在勤者

▷費用…無料

▷定員…20人

（申込者多数の場合抽選）

▷申込期限…４月14日（火）

「ウォーキング教室」（第２回）

指定管理者
変更のお知らせ

　町学習交流施設「エピカ」は、
シダックス大新東ヒューマン
サービス株式会社が指定管理
者として管理運営を行ってい
ましたが、３月31日をもって指
定管理期間満了となりました。
４月からは、平泉みらい共創
パートナーズ（代表：アクティ
オ株式会社）が指定管理者とし
て指定管理を行います。引き続
き「町の活力を生み、育てる“に
ぎわい交流拠点”」として、皆
さんに親しまれる施設運営を
行っていきますので、よろしく
お願いします。

◆今後の予定

　約100本のソメイヨシノが並
ぶ美しい碁石海岸で海と松の
緑、そして桜のコントラストを
楽しみながらウオーキングを
します。
▷日程…４月16日（木）

▷時間…８:00～15:40

▷場所…碁石海岸（大船渡市）

▷内容
門の浜～碁石海岸遊歩道（約

4.2㌔）

▷対象…町民と町内在勤者

▷費用…無料

▷定員…20人

（申込者多数の場合抽選）

▷申込期限…４月６日（月）

「ウォーキング教室」（第１回）

令和７年度ウォーキング教室の様子

　ママンズクラブは開講から
５年目を迎えました。町の子育
て支援事業として、より充実し
た内容を考えていきます。
▷日程…４月18日(土)

▷時間…10：30～11：00

▷場所…「エピカ」多目的ホール

▷内容
「親子f

ふ

u
ぁ

n
ん

f
ふ

u
ぁ

n
ん

運動教室①」

▷対象
３歳未満の幼児とその保護

者（兄弟、姉妹の参加も歓迎

します。）

▷費用…無料

▷定員…８組程度

▷その他
当日の申し込みも可能です。

「ママンズクラブ」（第１回）

令和７年度ママンズクラブの様子

新着図書の紹介

「８番出口」
川村　元気∥著

／水鈴社

「すこしずるいパズル３」
たつなみ∥著
／アリス館

「成瀬は都を駆け抜ける」
宮島　未奈∥著

／新潮社

「わすれぽんたくん」
柴田　ケイコ∥作・絵

／PHP研究所

「あの、ここどうぞ。」
くすのき　しげのり∥作

／偕成社

「奇妙でフシギな話ばかり」
ブルース・コウヴィル∥作

／岩波書店

「温怪談（あったかいだん）」
ぁみ∥著

／徳間書店

「17歳のときに知りたかった
受験のこと、人生のこと。」

びーやま∥著
／ダイヤモンド社

◆エピカあれこれ

　県文化振興事業団埋蔵文化
センター上席文化財専門員羽
柴直人さんを講師に迎え、第３
回講座を開催しました。「もう
一つの平泉～比爪～」と題した
教室には町内外から約50人が
参加し「比爪と平泉」の関係に
理解を深めました。

「歴史教室」（第３回）

令和７年度歴史教室の様子
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ご寄付ありがとうございました
●町へ

　《ふるさと応援寄附基金》

　匿名の方から（38人） ………………2,016,000円

●町社会福祉協議会へ

　浅　利　光　喜　さま（平泉） ………50,000円

　匿名の方から …車いす１台、シルバーカー１台

　アイシン東北株式会社　さま

　…食料品約1,100食分（水で調理可能なご飯など）

（２.21～３.20届出分）

男
女
人口
世帯

◆人口の動き ３月１日現在

※（　）内は前月からの増減

3,170（＋２人）
3,355（－５人）
6,525（－３人）
2,596（±０世帯）

11（２月中）
６（２月中）
１（２月中）
９（２月中）

転入
転出
出生
死亡

戸 籍 の 窓

町広報紙に掲載する有料広告を募集

規格…①区画Ａ…縦約４・５㌢×横約８・８㌢

　　　②区画Ｂ…縦約４・５㌢×横約17・９㌢

掲載料…①１回当たり１万円

　　　　②１回当たり２万円

掲載期間…各号１回（複数回の掲載も可）

申し込み・問い合わせ先…まちづくり推進課　察46-5578

　20歳以上60歳未満の人が会社を退職し、農業者や
自営業者、学生、フリーター、無職などになった場合
は、国民年金第１号（または第３号）被保険者への切
り替え手続きが必要です。役場の国民年金窓口（町民
福祉課）で早めに手続きしてください。
▷問い合わせ先…一関年金事務所　察23-4246

会社を退職したときは年金の切り替え手続きを

▷講習日程…６月３日（水）～７月17日（金）のうち20日間

▷講習時間…10：25～15：10（昼休憩１時間）

▷講習場所…胆江地域職業訓練センター（奥州市）

▷対象…県内在住で、県内に就業を希望する女性

▷費用…２万円（テキスト代など）※受講料は無料

▷定員…９人

▷募集期間…４月13日（月）～５月22日（金）

▷選考会日時…５月26日（火）　９：00

▷申込方法
　「受講申込書」に必要事項を記入し、講習会場へ持

参または、FAX、メールで提出

▷申し込み・問い合わせ先
　水沢職業訓練協会　察0197-23-3388 

女性就業援助技術講習「はじめてのネイル科」

休日・夜間救急当番医は、
こちらからも確認できます→

住宅用新エネルギー設備導入促進事業

　脱炭素社会の実現に向け、新エネルギーの活用を
促進するため、町内の住宅に新エネルギー設備を設
置する場合の設置費用の一部を補助します。予算に
限りがあるため、早めに申請してください。
　申請方法など詳しくは、問い合わせてください。
▷新エネルギー設備の種類

①太陽光発電設備（新設で、蓄電設備と併設）

※出力が10㌔㍗未満のもの

②蓄電設備（新設で、太陽光発電設備と併設）

※蓄電容量が10㌔㍗アワー未満のもの

▷補助額（上限100,000円）
①最大出力１㌔㍗あたり20,000円

②蓄電容量１㌔㍗アワーあたり20,000円

（①②ともに1,000円未満の端数切り捨て）

▷問い合わせ先…町民福祉課　察46-5562

相談・説明会

無料法律相談

▷時間…10：00～15：00　▷場所…一関市役所本庁

▷予約・問い合わせ先
　一関市役所生活環境課　察21-2111

４月の日程 担当弁護士 予約開始

2日（木） 蜂谷　　大

３／ 27
（金）

9日（木） 吉田　俊晴

16日（木）赤津　　聡

24日（木）小原　恒之

30日（木）北村　宏洋

５月の日程 担当弁護士 予約開始

7日（木） 蜂谷　　大

４／ 24
（金）

14日（木）吉田　俊晴

21日（木）赤津　　聡

28日（木）小原　恒之

４月の休日当番医

▷診療時間…９:00～17:00

※当番医は変更になる場合があります。あらかじめ、当

番医や一関西消防署（察25-0119）に確認してください。

日程
西地区

東地区
内　　科 外　　科

５日
（日）

桂島医院
察21-8883

岡崎整形外科
察23-7000

もりあい内科クリニック
（千厩町） 察51-3322

12日
（日）

岩手クリニック一関
察21-5111

一関すずき整形外科クリニック
察33-1110

たんぽぽクリニック
（千厩町） 察34-7787

19日
（日）

昭和病院
察23-2020

中里クリニック
察32-5888

吉田内科循環器科医院
（大東町） 察71-2131

26日
（日）

一関中央クリニック
察21-1222

菊池耳鼻咽喉科皮膚科
察26-2230

谷藤内科医院
（千厩町） 察51-3355

29日
（水）

木村消化器内科
察21-1311

かげやまクリニック
察26-1026

かわさきファミリー
クリニック
（川崎町） 察43-3770

健康・医療

４月の労働者の健康相談
　一関地域産業保健センターは、50人未満の小規模
事業所の事業主や労働者を対象とした、産業医によ
る健康相談を実施しています。
▷主な相談内容
・労働者の健康管理（メンタルヘルスも含む）

・健康診断の結果に基づく医師の事後指導

・長時間労働者に対する面接指導

・高ストレス者に対する面接指導

▷利用申込
　随時受け付けますが、事前予約が必要です。事業

所単位で申し込んでください。

▷問い合わせ先
　一関地域産業保健センター　☎23-5110　姉23-9955

▷診療時間…18:00～20:00

※当番医は変更になる場合があります。あらかじめ、当

番医や一関西消防署（察25-0119）に確認してください。

４月の夜間救急当番医
日程 地区 医　療　機　関

１日（水）
西 及川内科胃腸科クリニック ☎31-3131

東 かわさきファミリークリニック（川崎町）☎43-3770

２日（木）
西 ひらいずみ内科クリニック ☎34-1133

東 県立千厩病院（千厩町） ☎53-2101

３日（金）
西 阿部内科クリニック ☎23-2918

東 吉田内科循環器科医院（大東町）☎71-2131

６日（月）
西 一関中央クリニック ☎21-1222

東 室根診療所（室根町） ☎64-2127

７日（火）
西 いとう脳神経内科 ☎21-8200

東 たんぽぽクリニック（千厩町） ☎34-7787

８日（水）
西 小野寺内科循環器科 ☎23-5600

東 阿部医院（東山町） ☎47-3898

９日（木）
西 千葉内科医院 ☎25-3211

東 県立千厩病院（千厩町） ☎53-2101

10日（金）
西 かとうこどもクリニック ☎33-2211

東 たかがね内科泌尿器科クリニック（千厩町）☎51-1377

13日（月）
西 桂島医院 ☎21-8883

東 千厩ひかりクリニック（千厩町）☎51-1156

14日（火）
西 佐藤循環器内科医院 ☎23-9678

東 県立大東病院（大東町） ☎72-2121

15日（水）
西 木村消化器内科 ☎21-1311

東 かわさきファミリークリニック（川崎町）☎43-3770

16日（木）
西 千和クリニック ☎34-8811

東 県立千厩病院（千厩町） ☎53-2101

17日（金）
西 西城医院（舞川） ☎28-2393

東 もりあい内科クリニック（千厩町）☎51-3322

20日（月）
西 寺崎内科胃腸科医院 ☎23-6211

東 谷藤内科医院（千厩町） ☎51-3355

21日（火）
西 アビエスかんのクリニック ☎34-8300

東 猿沢診療所（大東町） ☎76-2020

22日（水）
西 岩手クリニック一関 ☎21-5111

東 吉田内科循環器科医院（大東町）☎71-2131

23日（木）
西 誠信堂医院（花泉町） ☎82-3434

東 県立千厩病院（千厩町） ☎53-2101

24日（金）
西 中野内科循環器科クリニック ☎33-2311

東 たんぽぽクリニック（千厩町） ☎34-7787

27日（月）
西 蓬田内科医院（花泉町） ☎36-3336

東 阿部医院（東山町） ☎47-3898

28日（火）
西 菅原内科循環器科医院（花泉町）☎82-5528

東 県立大東病院（大東町） ☎72-2121

30日（木）
西 千葉内科医院 ☎25-3211

東 県立千厩病院（千厩町） ☎53-2101

　家族同士の話し合いを通じ、本人と家族が自分ら
しく暮らすことを目指して開催します。
▷日時…５月12日（火）　14：00～16:00

▷場所…県立南光病院

▷内容…講話と話し合い

▷対象…飲酒問題、依存症で悩んでいる家族

▷費用…無料

▷申し込み・問い合わせ先
　県立南光病院医療相談室　察23-3655

　保健センター　　　　　　察46-5571

家族のためのアルコール依存症教室

お知らせ

　北上川水系河川整備計画（大臣管理区間）の変更素
案に対するパブリックコメント（意見公募）を実施し
ます。
　計画には、流域内の住民の意見を反映させます。ぜ
ひ意見を提出してください。
▷変更計画素案閲覧場所
　平泉町役場、岩手県庁、岩手河川国道事務所、特設

ウェブサイト（https://www.thr.mlit.go.jp/iwate/

kasan_seibi/2026keikaku.html）など

▷意見公募期限
　５月上旬まで（予定）

▷問い合わせ先
　岩手河川国道事務所流域治水課　察019-624-3166

北上川のかわづくりについて意見公募

ウェブサイトは
こちらから→
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応
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21
区
）

４月のカレンダー
日 曜 主な行事 時　　間 場　　　所

１ 水

２ 木

３ 金 さくらの会 10：00～11：00 学習交流施設「エピカ」

保健推進会議 13：30～15：00 役場201会議室

４ 土 二葉きらり園開園式
／入園式

９:00～９：20
／９：30～10：00

二葉きらり園ホール

長島こども園開園式
／入園式

10：30～10：50
／11：00～11：30

長島こども園ホール

５ 日

６ 月

７ 火 ふれあい会 10：00～11：30 保健センター

平泉中学校入学式 14：00～15：00 平泉中学校体育館

８ 水 長島小学校入学式 ９：20～９：50 長島小学校体育館

平泉小学校入学式 10：30～11：00 平泉小学校体育館

ピヨピヨ広場 ９：30～11：00 学習交流施設「エピカ」

９ 木 ほほえみカフェ 13：30～15：00 学習交流施設「エピカ」

10 金

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土 世界遺産登録15周年
記念事業オープニング

13：00～15：00 平泉小学校体育館

19 日 春の一斉清掃 町内

20 月

21 火 さくらの会 10：00～11：00 町公民館長島分館

22 水 食生活改善推進協議会総会 10：00～ 役場201会議室

23 木

24 金

25 土 西行桜の森まつり 13：30～15：30 木工芸館「遊鵬」付近

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木 ニギニギ広場 13：30～15：00 学習交流施設「エピカ」
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映
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風
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区
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子
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春
う
ら
ら
孫
の
会
話
は
オ
ノ
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ト
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十
一
区
　
　
千
葉
　
高
代

ダイヤルイン（各部署へ直通です）　◆役　場（代　表）察46-2111　　◆町 民 福 祉 課察46-5562　　◆税 務 課察46-5563

◆観 光 商 工 課察46-5572　　◆建 設 水 道 課察46-5569　　◆農 業 委 員 会察46-5567　　◆農 林 振 興 課察46-5564

◆保 健 セ ン タ ー察46-5571　　◆子 育 て 支 援 課察34-5548　　◆総 務 課察46-5540　　◆まちづくり推進課察46-5578

◆教 育 委 員 会察46-5576　　◆議 会 事 務 局察34-5595　　◆二 葉 き ら り 園察46-2575、察46-2767

◆長 島 こ ど も 園察46-2007　　◆平 泉 小 学 校察46-2202　　◆長 島 小 学 校察46-2203　　◆平 泉 中 学 校察46-2205

◆町学習交流施設「エピカ」察34-6656　　◆平泉文化遺産センター察46-4012　　◆世界遺産推進室察46-2218　　◆悠久の湯平泉温泉察34-1300

◆道 の 駅 平 泉察48-4795　　◆浄 土 の 館察48-3451　　◆鈴沢スタートアップオフィス察34-7266

　町社会福祉協議会の「ふくし相談」「障がい者相談」などの日程は、

町社協（察46-5658）に確認してください。

　自分が考える「自分の短所」を「長所」に言い換える
ワークを行います。
▷日時…４月23日（木）　13：30～15：30

▷場所…なのはなプラザ４階（一関市大町4-29）

▷対象…49歳までの求職者（登録が必要）

▷定員…６人

▷費用…無料

▷申込締切…４月22日（水）

▷申し込み・問い合わせ先
　いちのせき若者サポートステーション　察48-4467 

いちサポ　セミナー

自衛隊への情報提供を望まない人へ

　町は、自衛隊の募集案内を送付するため、防衛大臣
や自衛隊岩手地方協力本部の依頼に基づき、募集対
象者の情報（氏名・住所・生年月日・性別）を提供して
います。この情報は、採用募集案内（説明会の日程な
どの案内）の送付に限定して利用されます。
　自衛隊への個人情報の提供を望まない人は、除外
申請手続きを行うことで、自衛隊へ提供する情報か
ら除外できます。
▷情報提供の対象者
　町内に住民登録し、日本国籍を有する人のうち、令

和８年度中に18歳になる人

　（※平成20年４月２日～平成21年４月１日生まれ）

▷除外申請手続きの方法
　町民福祉課に持参または郵送してください。申請

書は、町ホームページからダウンロードできます。

▷申請受付期間
　４月１日（水）～30日（木）

▷申請・問い合わせ先…町民福祉課　察46-5562

町公式ＬＩＮＥアカウント

情報発信しています！

問い合わせ先…まちづくり推進課　察46-5578

ご家族皆さんで、
友だち登録をお願いします→
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お知らせ

　県立緑化センターは、「緑化まつり2026」を下記の
通り開催します。
▷日時…４月18日（土）　10：00～15：00

▷場所…県立緑化センター

　　　（奥州市江刺稲瀬字瀬谷子195-２）

▷内容
　センター内を散策後、“ワード集め”に参加した人

に苗木をプレゼントします。午前の部（10：00～)、午

後の部（13：00～）に分けて配布し、それぞれ無くなり

次第終了となります。

　センター内では、緑化相談コーナーを開設、また、

巣箱・餌台作りなど（有料）も体験できます。

▷問い合わせ先
　県立緑化センター　察0197-35-4529

県立緑化センター 「緑化まつり 2026」

　【おことわり】本号の文中に出てくる児童・生

徒の学年は、令和７年度時点のものです。

まちの最新情報を発信中！　　　◆町公式 Facebook ページ　　　　　　◆町ホームページ　　　　　　◆広報紙アプリ　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「マチイロ」
◆町移住定住 info　　　　　　　◆エフエム岩手（80.3MHz)「世界遺産ひらいずみ～「15× 900」～」　 毎週月曜日 12：00 ～ 12：25

　「Ｘ」ページ　　　　　　　　　　　　　◆ＦＭあすも（79.5MHz)「ウィークリーひらいずみ」　 毎週土曜日８：00 ～８：30

今年で開業１０年！
４月29日（水）に記念式典

４月下旬からゴールデンウィーク期間中にかけ

て、開業10年を記念するイベントを催しますの

で、ぜひお越しください。

▶開業10年記念式典（仮称）

　▷日程…４月29日（水・祝）　10：00～

・式典後に餅まきを開催

・ 500円以上お買い上げの人に「道の駅平泉

特別記念切符」を無料配布

▶開業10年記念お楽しみ抽選会

　▷日程…４月30日（木）、５月１日（金）

・各日11：00～14：00

・1,000円以上お買い上げの人が対象
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　町は「認知症になっても安心して暮らせる町」を目指して、ほほえみカフェ（認知症カフェ）を開

催しています。お茶をしながら悩みごとを相談したり、レクリエーションで気分転換したり、認知

症などに関する情報交換ができる場所です。人と人のつながりを大切に、地域での暮らしを応援

します。誰でも参加できますので、気軽に参加してください。

■費用…100円（コーヒー・お茶代として）

■申し込み・問い合わせ先…保健センター　☎46-5571

■日程（原則木曜日）、時間、場所

日程 時間 場所

令和８年４月９日（木）

５月14日（木）

６月11日（木）

７月９日（木）

８月６日（木）

９月10日（木）

10月８日（木）

11月12日（木）

12月10日（木）

令和９年１月14日（木）

２月４日（木）

３月11日（木）

13：30～15：00

町学習交流施設「エピカ」２階　研修室

※会場は変更となる場合があります。毎月の広
報ひらいずみのカレンダーで確認してくだ
さい

ほほえみカフェを開催しています
～気軽にご参加ください～


